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1.4.10.3 危険有害性シンボルの記載 

次の危険有害性シンボルは、GHS で使用すべき標準シンボルである。健康有害性に使用される新しいシ

ンボル、感嘆符を除き、危険物輸送に関する国連勧告・モデル規則で使用される標準シンボルが用いられ

ている。

1.4.10.4 危険有害性を表す絵表示の記載 

1.4.10.4.1 絵表示とは、ある情報を伝達することを意図した、シンボルと境界線、背景のパターンまたは

色などの図的要素から構成されるものをいう。

1.4.10.4.2 形と色  
1.4.10.4.2.1 GHS で使用されるすべての危険有害性を示す絵表示は、１つの頂点で正立させた正方形の

中に書かれるべきである。

1.4.10.4.2.2 輸送に対しては、危険物輸送の国連モデル規則で指定された絵表示（一般に、輸送の規則にお

ける標札と呼ばれる）を用いるべきである。国連モデル規則は、色、シンボル、サイズ、背景の濃淡、および

追加的な安全情報（例：危険有害性クラス）および様式を含む輸送の絵表示を規定している。輸送の絵表示は、

最小でも 100mm 角の大きさが要求されているが、非常に小さい包装の場合、またはガスシリンダーに対して

は、より小さな絵表示を例外として認めている。また、輸送の絵表示では標札の上半分にシンボルを置く。国

連モデル規則では、輸送の絵表示は、コントラストのある色を背景として、包装の上に、印刷するか、または

貼付する。引火性液体について国連モデル規則で使用する標札の例を下に示す。

UN RTDG モデル規則の 引火性液体の絵表示 (シンボル：炎：黒または白、 
背景：赤、下部の隅に数字の 3、最小寸法 100mm×100mm) 

炎 円上の炎 爆弾の爆発

腐食性 ガスボンベ どくろ

感嘆符 環境 健康有害性

杓 も ゑ＿ 
よビニベ襄ミヨ • 紐

＇ L ＆ ． 

． 
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1.4.10.4.2.3 GHS で規定されているが、危険物輸送に関する国連勧告・モデル規則では規定されていな

い絵表示は、白い背景の上に黒いシンボルを置き、はっきり見えるように十分に幅広い赤い枠で囲むべき

である。しかし、輸出されない包装品のラベルにこのような絵表示を用いるときは、所管官庁は、供給者

および事業主に黒い境界線を使用する許可を与えることができる。さらに、所管官庁は、包装品が危険物

輸送に関する国連勧告・モデル規則の対象とならない他の部門でも、国連モデル規則の絵表示の使用を許

可することができる。皮膚刺激性物質に使用される GHS 絵表示の例を下に示す。 

皮膚刺激性の絵表示

1.4.10.4.3 コード化 

輸送以外の分野に対する GHS で規定されている絵表示およびそれぞれを一意的に認識できるコードは

附属書 3 の第 4 節に記載した。絵表示コードは参照のためだけに使用されるものである。これは絵表示の

一部ではなく、ラベルや安全データシート第 2 節に記載するべきではない。 

1.4.10.4.4 輸送における GHS 絵表示の使用 

輸送においては、危険物輸送に関する国連勧告、モデル規則で要求されていない GHS の絵表示は

完全な GHS ラベルの一部としてのみ表示しなければならない（1.4.10.5.4.1 を参照）し、また単独で

用いるべきではない。

1.4.10.5 ラベル要素の配置  
1.4.10.5.1 危険物輸送の国連モデル規則による包装に必要な情報 

危険物輸送の国連モデル規則の絵表示をラベルに使用する場合には、同じ危険有害性に関する GHS の

絵表示を使用すべきでない。また、危険物輸送に要求されない GHS 絵表示は、貨物輸送用コンテナ、道

路車両または鉄道貨車/タンクに付けるべきでない。  
1.4.10.5.2 GHS ラベルに必要な情報 

(a) 注意喚起語

注意喚起語とは、危険有害性の重大性の相対的レベルを示し、利用者に対して潜在的な危険有害

性について警告するための語句を意味する。GHS で用いられる注意喚起語は、「危険（Danger）」
と「警告（Warning）」である。「危険」は多くの場合、より重大な危険有害性区分に用いられ（主

として危険有害性の区分 1 と 2）、「警告」は多くの場合より重大性の低い区分に用いられる。

GHS の各危険有害性の区分に割り当てられた注意喚起語は、各章のそれぞれの危険有害性クラ

スに関する表に示されている。

(b) 危険有害性情報

(i) 危険有害性情報とは、各危険有害性クラスおよび区分に割り当てられた文言で、該当製品

の危険有害性の性質と該当する場合はその程度を示すものである。GHS の各危険有害性区

分に割り当てられた危険有害性情報は、各章のそれぞれの危険有害性クラスに関する表に

示されている；

(ii) 危険有害性情報およびそれらを特定するコードは附属書 3 の第 1 節に記載されている。危

険有害性情報のコードは参照するためのものである。コードは危険有害性情報の文言の一

部ではないので、文言の代わりに用いることはできない。
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1.4.10.5.4.4  
 

 
 

(a)  GHS
 

 
(b)  GHS

 
 

(i)  
 

(ii)
 

 
(iii)  

 
(c)  

 
 

(d)
 

 
(e)  

 
 
 
1.4.10.5.5  
 

SDS SDS
 

 
 SDS

 
 

/

 
 
 
1.4.10.5.5.1  

 
GHS GHS

GHS

GHS
 

 
GHS

 
 

GHS

1

－ 32－



SDS
 

 

GHS

SDS

GHS

 
  
1.4.10.5.5.2  

 
GHS

STOT

5  
 
1.4.10.5.5.3  

ISO  

11683 1997  

 

 

－ 33－



 



11.5   

  

  

11.5.1   SSDS   
 
1.5.1.1 SDS
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11.5.2 SSDS   
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1.5.3.1.2 1.3
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SDS

 

1.5.3.1.3
1 SDS
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1.5.3.1.4
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1.5.3.1.5 SDS SDS
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11.5.3.2 SSDS   
 
1.5.3.2.1 SDS 16  
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11.5.2 SSDS   

11.  
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図2。]_。2 物質、混合物または物品を暫定的に爆発物（輸送におけるクラス1) と判定する際の手順

分類すべき物質／混合物
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図2]_。4 硝酸アンモニウムエマルジョン、サスペンジョンまたはゲルの分類手順（且謬）

試験シリーズ8

＾
 



2.1.4.2  
 
2.1.4.2.1

10.3  
 

800J/g 1 (a)
2 (a) 800J/g

No.8 ballistic mortar MK.IIID  (F.1) ballistic 
mortar  (F.2) BAM Trauzal (F.3) 

1 1(a) 2(a) 1(a) 2(a)
 

 
2.1.4.2.2  

(a)

 6 A6.1  

 
 

(b)

200  

 

CxHyOz + [x + (y/4) – (z/2)] O2 x CO2 + (y/2) H2O 

 

= –1600[2.x + (y/2) –z]/  

(c)  

-  500 J/g  

-  500 ºC  
 

2.1.3  

 2.1.3

(J/g) (°C) ?

(Yes/No)

< 500 < 500 No

< 500  500 No

 500 < 500 Yes

 500  500 No

20.3.3.3  
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2ol。41:o2 手引き

注記。。

表 2。]_。3：有機物質または有機物質の均ーな混合物に関する危険性クラス「爆発物」

の容認された判定手順の適用の可否



(d)  

15% 1 2  
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2.2
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3 1B 1A

1A
4
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2。2。]l 定義

2。2o2 分類基準

区分

可燃性ガス

1A 
自然発火性ガス

化学的に不安

定なガス

IB 可燃性ガス

2 可燃性ガス

注記7!。

A 

B 

第2,2章

可燃性ガス

表2。2ol 可燃性ガスの判定基準

判定基準
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22.2.4.22   
 
2.2.4.2.1 ISO ISO 
10156:2017 -

1B ISO 817:2014
C: 

 
 
2.2.4.2.2 54°C IEC 60079-20-1 ed1.0 (2010-01)  – Part 20-1

– DIN 51794
 

2.2.4.2.3 54 ºC

1

1
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ISO 10156:2017

 
  
  
22.2.5 IISO 10156: 220177  
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2% (H2) + 6% (CH4) + 27% (Ar) + 65% (He) 
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1. Ki  

Ki (Ar) = 0.55 
Ki (He) = 0.9 

2.  Ki  
2% (H2) + 6% (CH4) + [27% 0.55 + 65% 0.9] (N2) = 2% (H2) + 6% (CH4) + 73.35% (N2) = 81.35% 

3.  100%  

100/81.35  [2% (H2) + 6% (CH4) + 73.35% (N2) ] = 2.46% (H2) + 7.37% (CH4) + 90.17% (N2)
  

4.  Tci  

Tci H2 = 5.5% 

Tci CH4 = 8.7% 

 

5.   

 

= 2.46/5.5 + 7.37/8.7= 1.29 11.229  >>1  
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2o3o0l 序

2o3。1 エアゾール

2o3。1。1 定義

2o3。]l。2 分類基準

第2。3章

エアゾールおよび加圧下化学品

表 23〗 ニアゾールの判宇某準



  

2 (1) 1

 

   (a) 20kJ/g  

   (b) 20kJ/g 15cm  
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2  

3 (1) 1 20kJ/g
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 2 / 1% /
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2.6 2.7

 
 

 

2.3.1.3  

1.4

1 3
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 1 2 3 
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区分 判定基準

注記 1:

注記 3。。

注記 3:

2o3。1。3 危険有害性情報の伝達

表2o3。2 エアゾールのラベル要素

区分1 区分2 区分8

シンボル

注意喚起語

危険有害性情報
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2.3.1 a  
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/ 1%  
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    Yes 

 

No 
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No

 3
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2o3。1。4 判定論理

2o3。1。4。1

2o3。1。4。2

判定論理20301(B1) エアゾール

I 
ー

．

．

 

ー

ー
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ク
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No 
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   2 
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 2 
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3
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判定論理鑓。1(lb) 噴射式エアゾール
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3 2.3.2.4.1  
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a 20cm 2  

 

b 4cm 7  
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判定論理2o3ol(c)泡エアゾール
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麟。2 加圧下化学品

2。32。1 定義

注記。。

2。3o2。2 分類基準



2.3.3  
 

  

1  

(a) 85% /  

(b) 20kJ/g  

2  

(a) 1% /  

(b) 20kJ/g  

 

(a) 85% /  

(b) 20kJ/g  

3  

(a) 1% /  

(b) 20kJ/g  

 

1 /

 
 

2 2.3.1 2.2 2.5
2.6 2.7

 
 

2.3.2.3  

1.4

1 3

 

 

2.3.4  

 1 2 3 

  

 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

2.3.2.4  

2.3.2

 

2.3.2.4.1  

/

2.3.2  
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表2。3o3 加圧下化学品の判定基準

区分 判定基準

注記1: 

注記2:

2o3。2o3 危険存筈性情親の伝達

表2o3。4 加圧下化学品のラベル要素

区分lL 区分2 区分3

シンボル

注意喚起語

危険有害性情報



 

2.3.2  
 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          No 

 

 

 

 

 

2.3.3  

2.3.3.1

 

/

20 200kPa  

 

 3 

 
 

 

1 /

20kJ/g  

85 /

20kJ/g  

 1 

 
 

 

 

Yes 

1 No 

No 

Yes 

Yes 

 2 

 
 

 

Hc ( )  = 
n

i

 [ w(i)% x Hc(i)] 

 

 = kJ/g  

c(i) =  i kJ/g  

w(i)%  =  i  

n  =  

 

kJ/g ASTM D 

240 NFPA 30B 100

95

 

 
1  
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判定論理麟§
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2o3o3 燃焼熱に関する手引き
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ISO 10156:2017
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22.4.1   

 

    

11  

 

 

22.4.3   

1.4

1 3

 

 

22.4.2   

 

 11  

   

   

   

 

 

22.4.4   

 

22.4.4.1   

ISO 10156:2017 -
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2.4  

 

                No 

2.4.4.2  
 
ISO-10156:2017  
 
ISO-10156 0.235 23.5%

 
 

oxidizing power: OP   

 
 

Xi i  

Ci i  

Kk k  

Bk k  

n  

p
 

 9% (O2) + 16% (N2O) + 75% (He) 
 

 

1  
                            

Ci Kk

 
 

Ci (N2O) = 0.6  

Ci (O2) = 1  

Kk(He) = 0.9  

 

 

 

 Yes 
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判定論理多。4 酸化性ガス
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こ
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幽）一

＇ 244。2 手引き

計算手順
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22.5.1   

20 200kPa

 

 

 

22.5.2   

2.5.2.1 4

 

 

22.5.1   

 

    

  

 

50

50  

  

  

  

  

  

  

50

2  

a 50 +65  

 

b +65  

  

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

2.3  
 

22.5.3  

1.4

1 3
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2.5.4  

 

2.5.4.1  

2.5  

2.5  
 

 
 

 
 

Yes

No 

Yes 

No 

     +65  

Yes 

  50  

No 

       50  

 

 

 

No 

 
 

Yes 

 Yes 

 
 

 
 

Yes 

 50 +65  

     

20 200kPa

 

              

Yes 

     

No 
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2o5。4 判定論理および手引き

2o5。4。lL 判定論理

判定論理25 高圧ガス

＇ 
l→ | ＇ 
に}1
← 
→ | 

上

＇ 
上
I→ | 

■I'¥ I 



2.5.4.2

(a) 50

(b) 20

(c)
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2。5A2 手引き



 



22.6   

 

  

22.6.1   

93  

22.6.2   

4  

  

22.6.1   

 

    

11 < 23 35  

22  < 23 >35  

33  23 60  

44  > 60 93  

 

11 55 75
 

 
22 35 60 32

L.2
 

 
33

 
 

44 2.3  

 

22.6.3   

1.4

1 3

 

 

 

22.6.2   

  

  11  22  33  44  
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2.6.4  

 

2.6.4.1  

 

2.6  

 

 

                        No 

 

1 55 75

3 4  
2 35 60 32

L.2  

3

  
 Yes1,2 

Yes 

No 

              35

 

                 23  

              60  

              93  

              /  

Yes1,2 

No 

2

    
 

Yes 

1

    
 

No 
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2016。4 判定論理および手引き

206。4。1 判定論理

判定論理鱈引火性液体

＇ 
I→ | I 

t'¥. I 

＇ ＇ ー l_」¥ |れ

こ
I[_)  |れ

れ



22.6.4.2   

2.6.4.2.1

 

2.6.4.2.2 3

2.6.4.2.3

5 4 

 
 

(a)

 

(b)

 

(c)  

(d)  

2.6.4.2.3 Gmehling and Rasmussen Ind. Eng. Chem. Fundament, 21, 186, 

1982  

 

2.6.4.2.4

 

2.6.4.2.5  
 

 

ISO 1516 

ISO 1523 

ISO 2719 

ISO 13736 

ISO 3679 

ISO 3680  
 

 

100 Barr Harbor Drive, P.O.Box C700, West Conshohocken, Pennsylvania, USA 
19428-2959: 

 
ASTM D 3828-07a  

ASTM D 56-05  

ASTM D 3278-96(2004)  

ASTM D 93-08 Pensky-Martens  
 
 

 
3 6

 
4    5

－ 75－



AFNOR, 11, rue de Pressense. 93571 La Plaine Saint-Denis Cedex:  

 
NF M 07-019 

NF M 07-011/NF T 30-050/NF T 66-009 

NF M 07-036 

 

Burggrafenstr. 6,D-10787 Berlin: 

 
DIN 51755 65  

 

113813, GSP, Moscow, M-49 Leninsky Prospect, 9 

 

GOST 12.1.044-84 

 

2.6.4.2.6  

 

 

ISO 3924 

ISO 4626 

ISO 3405  

 

 

100 Barr Harbor Drive, P.O.Box C700, West Conshohocken, Pennsylvania, USA 

19428-2959 

ASTM D86-07a  

ASTM D1078-05  

 

 

 

EC No440/2008 5 A A.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
5 (EC)No1907/2006 REACH

2008 5 30 (EC)No440/2008 No.L142. 31.05.2008, p1-739 143

03.06.2008, p.55  
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2.7  

 

 

2.7.1  

 

 

 

2.7.2  

2.7.2.1

III 33.2.1 1 45

2.2mm/  

2.7.2.2 100mm 10

 

2.7.2.3

 

2.7.2.4 III 33.2.1

 N.1  

 

2.7.1  

  

  

 

a   

b  45 2.2mm/  

5  

  

 

a  4  

b  45 2.2mm/  

5   10  

 
 1

 
  

2 2.3  

 
2.7.3  

1.4

1 3
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2o7。1 定義

29。2 分類基準

区分

]_ 

2 

第207章

可燃性固体

表29。1 可燃性固体の判定基準

判定基準



 

2.7.2  

 1 2 

   

   

   

2.7.4  

 

III 33.2.1

N.1

2.7  
 
 

2.7  

 

 

 

                       Yes 

 

 

             

 

(a)  

< 45 > 2.2 mm/ ? 

(b) 10 ? 

 

1

 

     2 

   
 

 

 

          /  

(a)  

? 

(b) >5 ? 

Yes

No  

No 

－ 78－

表2o7o2 可燃性固体のラベル表示要素

区分1 区分2

シンボル

注意喚起語

危険有害性情報

2o7。4 判定論理

判定論理え7 可燃性周体

I 
」
＇［ )I ＇ L L 

＇ 
＼ 

I 

ー 贔

必



22.8   

 

 

22.8.1   

2.8.1.1

GHS

 

2.8.1.2

 

 
22.8.2   

2.8.2.1  

(a) 2.1 GHS  

(b) 2.13 2.14 5%

 

(c) 2.15 GHS  

(d) 300J/g  

(e) 50kg SADT 75  

 
5%

a c d e
 

B F 2.8.2.2
 

 
2.8.2.2 A

G 7  

(a)

AA  

(b)

BB

 

(c)

CC  

(d) DD

 

(i)   

 

(ii)  

 

  

－ 79－



 

(iii)  
 

(e)

E  

(f)

F  

(g)

G SADT 50kg 60

75 150

150

F  

1 G
 

 
2 A G  

 

2.8.2.3  

 

SADT 55 SADT

28

 

 

2.8.3  

1.4

1 3

 

 

2.8.1  

 A B C&D E&F Ga 

  

 

   

 

     

 

 

 

  

 

a G
 

－ 80－

自己反応性物質タイプ国

自已反応性物質タイプlF

自己反応性

物質タイプG

注記1

注記2

28。2o3 温度管理基準

203 危険有害性情報の伝達

表208。1 自己反応性物質および混合物のラベル表示要素

タイプA タイプB タイプC&lDJIタイプ取＆lFIタイプGa
シンボル

注意喚起語



22.8.4   

 

22.8.4.1   

II

A H  

 

II A H

 

 

－ 81－



3.2 
3.3 No 

2.2 No 

4.1

4.2  
4.3 No 

5.1 

5.3 No 

5.2 

7.1  

9.3 

9.4 No 

10.2 No 

10.1 Yes 

11.2 No

11.1 Yes 

12.3 None

12.1  

 

 12.2 

  

 13.1 

  

8.2  
8.3  
8.4 No 

 

8.1 

7.2  
7.3  
7.4 No 

1.3 No

3.1  

1.1 Yes 

1.2 

13.2 None 

9.1 

2.1 Yes 

6.2 No 

9.2 

6.1 Yes 

14.2 No 

15.2 No 

16.2 No 

14.1  

Yes 

16.1 Yes 

15.1 Yes

2.8  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

/

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

400kg/450l 
? 
 

 

 

 

 

 
Box 2 
Test B 

Box 1 
Test A 

Box 3 
Test C

Box 4 
Test C

Box 5 
Test C 

Box 6 
Test D 

Box 7 
Test E

 

 

Box 9 
Test E 

Box 11

Box 12 
Test F 

Box 13 
Test E 

Box 10 
Test G 

50kg  

SADT 60

150  

Box 14 
Test H

Box 16

Box 15

A B C D E F G 

Box 8 
Test E

－ 82－
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22.8.4.2   

 

(a)

6 A6.1 A6.2

 

(b) SADT 75

300J/g

20.3.3.3
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22.9   

 

 

22.9.1   

5  

 

22.9.2   

33.3.1.5 N.3

 

 

22.9.1   
  

    

  
5

5  

 

  

22.9.3   

1.4

1 3

 

 

22.9.2   

 11  

   

   

   

 

  

22.9.4   

 

 

22.9.4.1   

33.3.1.5 N.3
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22.9   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          No 
 

  

  

  

  

22.9.4.2   

 

 

 

 

5 ? 

         /  

1

 

 

Yes 

1

 

 

 

5  
Yes 

 

 

No 

－ 86－
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22.10   

 

 

22.10.1   

5  

 

22.10.2   

33.3.1.4 N.2

 

 

22.10.   

 

 

 

 

 
 

22.10.3   

1.4

1 3

 

 

22.10.2   

 

 

 

 

 

 

22.10.4   

 

 

22.10.4.1   

33.3.1.4 N.2

 
 

  

  

    

  5  

 11  
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22.10   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      No 
 
 
 
 

  

  

  

22.10.4.2   

 

 

 

 

    5  

/  

 1

 

 

Yes 
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22.11   

 

 

22.11.1   

 

 
 
22.11.2   

2.11.2.1 III 33.3.1.6
 

 
(a) 25mm 140  

(b) 100mm 140 100mm
120 3m3

 

(c) 100mm 140 100mm
100 450

 

(d) 100mm 140 100mm
100  

 
2.11.2.2 III 33.3.1.6

N.4 2.11.1
2  

 
 
 

22.11.1   

 

 

 

 

 

 

 

  

11

 

2

    

  25mm 140   

  a  100mm 140
25mm 140

3m3

 
b  100mm 140

25mm 140 100mm
120

450
 

c  100mm 140
25mm 140
100mm 100   
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27m3 50
450 50

1  
 

22.11.3   

1.4

1 3

 

 

22.11.2   

  11  22  

      

      

      

 
  
22.11.4  

 

 

22.11.4.1   

33.3.1.6 N.4

2.11  

 

22 27m3 50
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22.11   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               No 

 

 

 

 1

 

 Yes 

 

 No 

Yes 

No 

3m3 ? 

No 

450 ? 

Yes 

100mm 100

? 

No 

  2

  
 

 Yes 

 No 

2

  

 

 Yes 

 2

  

 

Yes 

100mm 120

? 

25mm 140

? 

100mm 140

? 

/  
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22.11.4.2   

 

 

(a) Grewer Oven VDI 2263, Part 1, 1990, 

1 80K   

 

(b) Bulk Powder Screening Gibson, N. Harper, D.J. Rogers, Evaluation of fire and 

explosion risks in drying powders, Plant Operation Progress, 4(3), 181-189, 1985

1 60K  
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22.12   

 

 

22.12.1   

 
 
22.12.2   

33.4.1.4 N.5
 

 
22.12.1   

    
  

1 1kg 10
 

  1
1kg 20 1

 
  1

1kg 1 1 2
 

 
11

 

22

 
 
 
22.12.3   

1.4
1 3

 
 

22.12.2   

  11  22  33  
        
        
  

  
  

    

－ 93－



 

22.12.4   
  

 
 
22.12.4.1   

33.4.1.4 N.5 2.12  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           No 
 
 
 
 

 

22.12.4.2   

 

(a) metalloids  

(b)
 

 

(c)  
 

2

  

 

1 1kg  
1  

/ 1
kg 10

 

 

1

  

 

 

 3

 

  No 

               

1 1kg 20
 

  Yes 

Yes 

No 

  Yes 

  2

 1

 

 

3
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22.13   

  

 

22.13.1   

 

 

22.13.2   

34.4.2 O.2

3  

 

22.13.1   

    

  1:1

1:1 50%

1:1   

  1:1

40% 1:1

1   

  1:1

65% 1:1

1 2  

 

 

22.13.3   

1.4

1 3

 

  

22.13.2   

 11  22  33  

     

     

  

   

 

22.13.4   
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22.13.4.1   

34.4.2 O.2

2.13  

 

22.13   

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                             Yes 
 
 

1:1

2070kPa

? 

1:1

65%

1:1

? 

1

  
 

 

  3

 
 

  No 

        /  

1:1

50% 1:1

? 

  No 

Yes 

2

 
 

  No 

1:1

40% 1:1

? 

  No 

Yes 

Yes 
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22.13.4.2   

2.13.4.2.1

 

2.13.4.2.2

34.4.2  

2.13.4.2.3  

 

a  

b

 

 

2.13.4.2.4
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22.14   

 

  

22.14.1   

 
 

22.14.2   

III 34.4.1 O.1 III
34.4.3 O.3

 
 

22.14.1   

  OO.1   OO.3   

  4:1 1:1

3:2

  

4:1 1:1

3:1

 

  4:1 1:1

2:3

1

  

4:1 1:1

1:1

1

 

  4:1 1:1

3:7

1

2

 

4:1 1:1

1:2

1 2

 
 

11

IMSBC 1 2 5
 

 

 

 

22.14.3   

1.4
1 3

 
 
 

                                                   
1  International Maritime Solid Bulk Cargoes Code, IMO. 
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22.14.2   

 11  22  33  

     

     

  

     

 

22.14.4   

 

 

22.14.4.1   

III 34.4.1 O.1

III 34.4.3 O.3 2.14  

 

－ 100 －



 

22.14  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

                            Yes 

 

 

 

 

 

  

4:1 1:1
 

4:1 1:1

3:7

1:2
 

 1

  
 

Yes 

3

 
 

No 

       /  

4:1 1:1

3:2

3:1
 

No 

Yes 

2

  
 

No 

 

4:1 1:1

2:3

1:1
 

No 

Yes 

Yes 
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＇ 
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1

[も

ヽ

も

ク
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)

'

z

A
 

l
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’
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22.14.4.2   

2.14.4.2.1

 

 

2.14.4.2.2  

 

a  

b

 

2.14.4.2.3
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2.15  

 

 

2.15.1  

2.15.1.1 2 -O-O- 1 2

 

a
 
b  

 
c  

 
d

2.15.1.2

 

 

2.15.2  

2.15.2.1  
 

a 1.0% 1.0%

 
 
b 1.0% 7.0%   

0.5%  
 

(%)  
 

 

 

 ni = i  

ci = i %  

mi = i  
 
2.15.2.2 A G

 

a  A

 
 
b

 B  
 
c

 C  

n

i i

ii

m

cn

2.15

2.15.1

2.15.1.1 2 -O-O- 1 2

a

b

c

d

2.15.1.2

2.15.2

2.15.2.1

a 1.0% 1.0%

b 1.0% 7.0%

0.5%

(%)

 ni = i

ci = i %

mi = i

2.15.2.2 A G

a A

b

B

c

C
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2。15。1 定義

215。2 分類基準

注記

第2。JL5章

有機過酸化物

有機過酸化物タイプ B

有機過酸化物タイプ C

有機過酸化物タイプ A



d  D

 
 

i

 
 
ii  

 
iii  

e

 E  

f

 F  

g

 G

SADT 50kg

60 150

150

 F  

1  G
 

 
2  A G  

 

2.15.2.3  

 

 
 

a SADT 50 B C  
 
b SADT 50 1 SADT 45  

D  

 
 

c SADT 45 E F  

 

SADT

28

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 E  
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有機過酸化物タイプ D

有機過酸化物タイプ E

有機過酸化物タイプ lF

有機過酸化物タイプ G

注記1

注記2

215。2。3 温度管理基準



22.15.3   

1.4

1 3

 

  

  

22.15.1   

 AA  BB  CC&D  EE&F  GG  a  

   

 

   

 

      

  

 

 

  

a TYPE G
 

 

22.15.4  

 

 

22.15.4.1   

II

A H 2.15  
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3.2 
3.3 No 

2.2 No 

4.1

4.2  
4.3 No 

5.1 
5.3 No

5.2 

7.1  

9.3 

9.4 No 

10.2 No 

10.1 Yes 

11.2 No

11.1 Yes 

12.3 None

12.1 

12.2  

13.1  

8.2  
8.3  
8.4 No 

 

8.1 

7.2  
7.3  
7.4 No 

1.3 No

3.1  

1.1 Yes 

1.2 

13.2 None 

9.1 

2.1 Yes 

6.2 No 

9.2 

6.1 

Yes 

14.2 No 

15.2 No 

16.2 No 

14.1 Yes 

16.1 Yes 

15.1 Yes

2.15  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

/  

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

400kg/450l 
? 
 

 

 

 

 
 

Box 2 
Test B 

Box 1 
Test A 

Box 3 
Test C

Box 4 
Test C

Box 5 
Test C 

Box 6 
Test D 

Box 7 
Test E

 

 
Box 9 
Test E 

Box 11

Box 12 
Test F 

Box 13 
Test E 

Box 10 
Test G 

50kg  

SADT 60  

150  

Box 14 
Test H

Box 16

Box 15

A B C D E F G 

Box 8 
Test E
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ロコ 亡



22.15.4.2   

2.15.4.2.1

2.15.2.1  

2.15.4.2.2

II A~H

 

2.15.4.2.3

2

SADT  
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22.16   

 

  

22.16.1   

 

 

22.16.2   

III 37.4

 

 

22.16.11   

    

  55

6.25mm  

  

 
  

22.16.3   

1.4

1 3

 

 

22.16.2   

 11  

   

   

   

 

 

/
1.4.10.5.5  

 

22.16.4   
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2.16.4.1

2.16

                             Yes  

2.16.4.2

37.4

a

S235JR+CR 1.0037 resp.St37-2

S275J2G3+CR 1.0144 resp.St 44-3 ISO 3574, UNS G10200

SAE 1020 

b 7075-T6 AZ5GU-T6

No

6.25mm 55oC ? 

/

－ 110 －

2194。1 判定論理

判定論理え16 金属に対して腐兌性である物賀衷たは混分物

、戸可I/
1- 堂

2。154。2 手引き



22.177   

 

22.17.1   

2.17.1.1

2.1 2.1.2.2 1 

2.17.1.2  

(a) 

 

  

(b) 

 

22.17.2   

2.17.2.1

 

(a)  

(b) 6 (a) 6 (b)

V 51.4

1200 kg/min  

(c) 300 J/g  

11 (a)  (b) 2.1
(c) 

 

22
II 20 20.3.3.3   

2.17.2.2 4

V 51.4

Ac 2.17.1   

                                                   
1 2.1 2.17

3 I
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22.17.1   

    

11  Ac 300 kg/min 1200 kg/min   

22  Ac 140 kg/min 300 kg/min  

33  Ac 60 kg/min 140 kg/min  

44  Ac 60 kg/min  

  

11

  

22
2.4 2.4.2.4

2.3 2.3.1.4  

33 2

32 32.3.2
33 33.2.3   

44 2.1 2.6
2.7   

22.117.3   

1.4

1 3

 

 

22.17.2     

    11    22  33  44  

      

      

  

    

 

22.17.4   
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22.17.4.1   

V

2.17.1  

  
22.17.1     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 (a), 6 (b) 

No 

  

300 J/g  

Yes 

No  

 

 

 

 
Yes 

/  

 

 

 

V , 51.4  

 

2.1 ) 

 

AC > 1200 kg/min? 

No 

Yes 

 

1.1 

 
 

Yes 

 

No 

Yes 

No 

 

1.1 

 
 

－ 113 －

T

T

 よ

1 _ _  

ニ
⇒ 

よ令ー一



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.17.4.2  

2.17.4.2.1  

(a) 2.1  

(b) 300 J/g.   

2.17.4.2.2

II 20 20.3.3.3  

 

2 

 

No

AC  300 kg/min  

 1200 kg/min? 

AC  140 kg/min  

< 300 kg/min? 

AC  60 kg/min  

< 140 kg/min? 

AC < 60 kg/min? 

Yes 

1 

 

 

3 

 

 

4 

 

 

 

No 

 

 

No 

 

 

No 

 

Yes 

Yes 

Yes 
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I
 

1
 

21742 手引き



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PPART 3  

HHEALTH HAZARDS  
 

 

 

 

 

33   
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3.1

3.1.1

3.1.2

3.1.2.1
5 1 LD50

LC50 ATE in vivo
LD50/LC50 in vivo

3.1.1

3.1.1 ATE

1 2 3 4 5

mg/kg

(a),(b)
ATE  5 5 < ATE 50 50 < ATE 300 300 <ATE 2000 2000<ATE 5000

(g)
mg/kg

(a),(b)
ATE 50 50 < ATE 200 200<ATE 1000 1000 <ATE 2000

ppmV

(a), (b) ,(c)
ATE 100 100<ATE 500 500<ATE 2500 2500 <ATE 20000

(g)

mg/l

(a), (b) ,(c),(d), 

(e)

ATE 0.5 0.5 < ATE 2.0 2.0 < ATE 10.0 10.0 <ATE 20.0

mg/l

(a), (b), (c), (f)
ATE 0.05 0.05 <ATE 0.5 0.5 < ATE 1.0 1.0 < ATE  5.0

ppmV

3.1.1

(a)  (ATE) LD50/LC50

(b) (ATE)

(i)   LD50 / LC50

(ii)  3.1.2

(iii)  3.1.2

(c) 4 1
2 4

(d)  

(e) 

1 (100ppmV) 2 (500ppmV) 3 (2500ppmV) 4 (20000ppmV)
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3。]l。1 定義

3。]_。2 物質の分類基準

第3。1章

急性毒性

表3ふ1 急性毒性区分に関する急性毒性推定値 (AT国）および判定基準

ばく露経路 区分1 区分2 区分3 区分4

経ロ

経皮

気体

蒸気

粉塵およびミスト

注記

表3。JL。1への注記：

区分5



ppmV  

 

(i)   :  
  

(ii)  :  
 

(iii) :  
 

1μm 100μm
 

(f)  OECD

 

(g)  5

LD50 2000-5000mg / kg
5  

(i)  LD50 LC50 5

5  
 

(ii)  
5  

 
-   

 
-  4

 
 

-  4
 

 
-  

 
 

5

 
 
 
3.1.2.2
IOMC CG/HCCS Coordinating Group/Harmonization of Chemical Classification Systems

5

3.1.2.3

LD50

1.3.2.4.9
 

3.1.2.4 1 3.1.1
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3.1.2.5 5
5

LD50 2000 5000mg/kg
1 5

 

 

3.1.2.6  

 

3.1.2.6.1   4 1

1 2

4 4  

3.1.2.6.2

mg/1 ppmV

mg/1

ppmV

OECD

 

3.1.2.6.3

 

3.1.2.6.4

MMAD 1 4

2mg/1

OECD

 

 

3.1.2.6.5 

in vitro pH

 

 

3.1.3  

 

3.1.3.1

3.1.1  

                                                   
1 5 OECD HCL 5

3.1.1 2000 5000mg/kg
3.1.1 (g) 。 
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3olo2o!B 吸入毒性に腐して待JJリに留意すべき事項

8ふ3 混合物の分類基準



3.1.1

3.1.3.5

3.1.3.6.1

3.1.3.6.1

10%

3.1.3.6.1

10%

3.1.3.6.2.3

3.1.3.2 1

3.1.3.3

(a) 1

/ / 1

1 2

(b) 3.1.3.6.1 3.1.3.6.2.3

(ATE)

(c)

(d) 3.1.3.6.1 3.1.3.6.2.3

3.1.2
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図3ふ1 混合物の急性毒性に関する分類段階的なアプローチ

混合物そのものの実験データ

I 
↓
 

↓
 

~ 

↓

↓

 

~ 

~ 

~分類する

~分類する

~分類する

↓
 

~ ► 分類する



3.1.2

 
 

 
 

 
 

1  

 
Conversion Value  

2  

 
mg/kg  

0  1 5 
5  2 50 

50  3 300 
300  4 2000 

2000  5 5000 

0.5 
5 

100 
500 

2500 

 
mg/kg  

0  1 50 
50  2 200 

200  3 1000 
1000  4 2000 
2000  5 5000 

5 
50 

300 
1100 
2500 

 
ppmV  

0  1 100 
100  2 500 
500  3 2500 

2500  4 20000 
5 3.1.2.5  

10 
100 
700 

4500 

 
mg/  

0  1 0.5 
0.5  2 2.0 
2.0  3 10.0 
10.0  4 20.0 

 3.1.2.5  

0.05 
0.5 
3 

11 

/  
mg/  

0  1 0.05 
0.05  2 0.5 

0.5  3 1.0 
1.0  4 5.0 
5 3.1.2.5  

0.005 
0.05 
0.5 
1.5 

 
ppm ppmV  

 
5

2000 5000mg/kg
LD50

5
 

 
ATE

1 2 3 5
1/10  

 
 
3.1.3.4  
 

3.1.1

 
 
3.1.3.5

Bridging principles  
 
3.1.3.5.1
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表 3。1。2 実験的に得られた急性毒性範囲推定値（または急性毒性区分）から式を利用して

混合物を分類するための急性毒性点推定値への変換

注記

注記1

注記2

ばく露経路

経ロ

経皮

気体

蒸気

粉塵／ミスト

分類または実験で得られた 変換値
急性毒性範囲推定値 (Conversionv叫ue)

3ふ3。4 混合物そのものの急性毒性試験データが税吊できる楊合の混合物の分類



3.1.3.5.2  
 

3.1.3.6.1  
 
3.1.3.5.3  
 

 
 
3.1.3.5.4  
 

1 1

1  
 
3.1.3.5.5 1  
 

3 A B C A B

C A B

A B C A B  

3.1.3.5.6  

 
 

(a)  2  (i) A+B  

 (ii) C+B  

 

(b)  B  

 

(c)  (i) A (ii) C  

 

(d)  A C A C

B  
 

(i) (ii)

 
 
3.1.3.5.7  

 

 

33.1.3.6   

3.1.3.6.1  

(ATE)  

(a) GHS  
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2

3.1.3.2
 

 

 (b)  

100
ATEmix  =  

Ci
ATEi  

 

 

 (c) 3.1.1 4  

 

 

ATE

3.1.3.6.2.3 3.1.1 (b) 3.1.3.3  

 

ATE ATE

 

 

 

 

 

 

Ci = i  
 

n i 1 n  
 

ATEi= i  

 

 

3.1.3.6.2 1  
 
3.1.3.6.2.1  ATE

3.1.3.6.1  
 

 
 

(a)  2

 

 

(b)  

 

(c)

/  

 

(d)  

 

3.1.3.6.2.3 

 

 

3.1.3.6.2.2 1%

x / /

SDS

/
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10% 3.1.3.6.1

%  

 

 

 

 

 

3.1.4  
 
3.1.4.1 1.4

1

1 5  
 

3.1.3  
 

 1 2 3 4 5 

  
 

 

      

  

--  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

--  
 
 

 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

--  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

/

 
 
3.1.4.2

1 1

1 1

4 SDS

3.1.3.2 3.1.3.6.2.2

x % / /

x %

x %

100 ( C unknown if > 10%)

ATEmix   =  
Ci

ATEi  
 

 

3.1.3.6.2.3 10% 3.1.3.6.1
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3ふ4 危険有害性情報の伝達

表3。1。3 急性毒性のラベル要素

区分1 区分2 区分3 区分4 区分5

シンボル

注意喚起語

危険有害性情報

——経ロ

ーー経皮

——吸入

注記



 

33.1.5   

 

 

 

33.1.5.1   33.1.1   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.2 ATE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   

::  

 

 

 

 

 

 

Yes 

 No 

No 

 Yes 

1 

 

 

::  

 

Yes 

 No    

3.1.2  3.1.3.4  

(a)  LD50  mg/kg 

(b)  LD50 50   200 mg/kg  

(c) LC50 100   500 ppm  

(d) LC50  0.5   2.0 mg/l  

(e) / LC50 >0.05  0.5 mg/l 

 Yes 

2 

 

 

   

3.1.2  3.1.3.4   

(a)  LD50  5 mg/kg  

(b)  LD50  50 mg/kg  

(c) LC50  100 ppm  

(d) LC50  0.5 mg/l  

(e) / LC50 0.05 mg/l 

ATE

3.1.2

 

::  

  No 

Yes 

No 
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↓
↓
 

紐

→ 旦

こ



3 

 

 

 

(a)  

 

(b) 4  

   

(c) 4

 

 

(d)  

 

 Yes 

5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

  

  

  

  

No 

  

  

 

3.1.2  3.1.3.4  

(a) LD50 300   2000 mg/kg  

(b) LD50 1000   2000 mg/kg  

(c)  LC50 2500   20000 ppm  

(d)  LC50 10   20 mg/l  

(e) /  LC50 1   5 mg/l 

 Yes 

4 

 

 

3.1.2  3.1.3.4

(a) LD50  50   300 mg/kg  

(b) LD50  200   1000 mg/kg  

(c)  LC50  500   2500 ppm  

(d)  LC50  2   10.0 mg/l  

(e) /  LC50  0.5   1.0 mg/l 

No 

3.1.2  3.1.3.4  

(a) LD50 2000   5000 mg/kg 

(b) LD50 2000   5000 mg/kg 

(c)  LC50 

 LD50 

2000 5000 mg/kg  

5 

 

 

 

 

No 

No 

No 

 Yes 

 Yes 
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一

上
＇ 

上

旦
＇
・

⇒

⇒

⇒

⇒

 

D
 
--



 

33.1.5.2    33.1.2 3.1.3.5  3.1.3.6
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Yes 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

  

  

3

/ /

SDS

/  

 
Yes 

ATE

  

10

 

No 

No 

 

ATE

Ci= i

n = i n

ATEi = i  

Yes 

No3 

10 ATE mix  

3.1.1 

 

No 

           Yes 

ATE mix  

3.1.1 
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こ

→ 

こ





3.2  

/  

 

3.2.1.1

 
 

 
 
3.2.1.2 /

OECD

3.2.2.1 3.2.2.6  
 
3.2.1.3 3.2.2.7 /

/

/ 3.3.3.7.3

1.3.2.4.9 3.2.5.3.1  
 
3.2.1.4 3.2.5.3  

 

 

3 1  

(a)  1  

3 1A 1B  1C  

1  

3 1A

1B 1C  

(b)  2  

(c)  3   

2  
 
3.2.2.1  

/

3.2.5.3.2

1.1.2.5 (c) 1.3.2.4.7 1.3.2.4.9

 

 

 

3.2.2

3.2.1
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第3。2章

皮膚腐食性／刺激性

3。2o1定義および一般事項

3。202 物質の分類基準



33.2.2.22   

OECD 404

3.2.1 3.2.2

OECD 404 3 3 OECD

404 3.2.5.3.3

 

3.2.2.2.1

3.2.2.2.1.1  4

1   
 
3.2.2.2.1.2 1 1 3.2.1

3 1A 3 1

1B 3 1 14

1C 1 4 14

 
 

33.2.1   
   

11 4 1
  

  11A 3 1 1   

  11B 3 1 1 14
  

  11C 1 4 1 14
 

  
3.2.2.2.2  
  
3.2.2.2.2.1  4  
 
3.2.2.2.2.2  2  

a  

b  

1 1

3  
 
3.2.2.2.2.3 1

2

 

3.2.2.2.2.4

3 1 14

 
 
3.2.2.2.2.5 2 3.2.2

3 2

3.2.2

3 2 2.3 4.0
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3 2 1.5 2.3

 

 

33.2.2 a, b 

  

  

22   

 

 

1  3 2 24 48 72

3

/ 2.3 4.0  

2  2 14

 

3  1

 

 

33   

 

3 2 24 48 72

3 /

1.5 2.3

 
a OECD 404  
b 4, 5 6 3.2.5.3.3  

 
 
 
33.2.2.3 iin vvitro //ex vivo   
 
3.2.2.3.1 in vitro/ex vivo

in vitro/ex vivo
3

in vitro/ex vivo 3

 
 
3.2.2.3.2 in vitro/ex vivo

in vitro/ex vivo
 

 
3.2.2.3.3  
 
3.2.2.3.3.1 OECD 430 431 435 3.2.6

1 1A 1B

1C  
 
3.2.2.3.3.2 in vitro/ex vivo 1B 1C 3.2.6

in vitro/ex vivo

1  
 
3.2.2.3.3.3  
 
3.2.2.3.4  
 
3.2.2.3.4.1 OECD 439

3.2.7 2

 
 
3.2.2.3.4.2 3 in vitro/ex vivo

OECD 439 3

1 2

3  
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3.2.2.3.4.3 3

in vitro/ex vivo OECD 439

 
 
3.2.2.4  

3.2.5.3.5

in vivo /

/

3.2.5.3.5  
 
3.2.2.5  

2 11.5 pH /

pH 2 11.5

1 pH /

in vitro/ex vivo
pH OECD 122

 
 
3.2.2.6  
 
3.2.2.6.1

SAR QSARs

read across  
 
3.2.2.6.2 read across

(Q)SARs  
 
3.2.2.6.3 (Q)SARs

(Q)SARs

SAR

 
 
3.2.2.7  
 
3.2.2.7.1 3.2.1

 
 
3.2.2.7.2 3.2.1

in vitro/ex vivo
/

 
 
3.2.2.7.3 /

3.2.5.3

in vitro/ex vivo
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32。2。4 動物における勉の既存の皮膚データに基づく分類

3。2o2o5 化学品の待性に基づく分類

3。202016 試験方法によらない分類

3。20207 段階的アプローチによる分類



in vitro/ex vivo  

3.2.1 a 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

a 3.2.5.3 3.2.2.7

 
b  

- /

/  

-

 

- 3 3 2

3  

-

3.2.2 3.2.5.3 in vitro/ex vivo
 

1 
3.2.2.1
3.2.2.2  

2 
in vitro/ex vivo  

3.2.2.3  

3 
 

3.2.2.4  

4 
pH 2 11.5

/ 3.2.2.5  

5 
3.2.2.6  

6 
 

3.2.2.7.3  

 
 

 

 
 
 
 
 

3.2.2.7.3  
 
a) 

6  
 
b) 

 

b 

b 

b 

pH /

/ b 

b 

b  

 

 

 

 

 

a)  
b)  
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図8。2。]l 皮膚腐食性および刺激性に関する段階的アプローチの滴用 a

段階1
ヒトデータ
データ

標準的動物

段階2
--“さ

血五加／exガvoプータ

より低い段階と
の一貫性につい
て検討する

▼
 

段階3
他の既存の動物皮膚データ

段階4
極端なplHI
酸／アルカリ予備

段階5
試験方法には基づかない

↓ 
［ 段階6

］． ↓-包括的な証拠の重み付け評価

↓ 

［ 分類できない l 分類結果



33.2.3   

33.2.3.1   

3.2.3.1.1  

3.2.1 3.2.3.1.2 3.2.3.1.3

3.2.3.2

3.2.3.3.

  
 
3.2.3.1.2  in vitro/ex vivo

  
 
3.2.3.1.3 pH 2 11.5

1 pH

/

in vitro/ex vivo  

33.2.3.2      
bbrridging principless   

3.2.3.2.1 /

 
 
3.2.3.2.2  

/ /

/

3.2.3.3

 
 
3.2.3.2.3  

/

/

 
 
3.2.3.2.4 /  

2  

3.2.3.2.5 1  

3 A B C A B /

C A B

A B C A B /
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3.2.3.2.6  
 

 

(a)  2  (i) A+B 

 (ii) C+B 

(b)  B  

(c)  (i) A (ii) C  
(d)  A C / A C

B /
 

(i) (ii)

 

3.2.3.2.7  
/

 

 
33.2.3.3   
    
 
3.2.3.3.1 /

 

1%
/ / 1

/
 

3.2.3.3.2

1
10

/
 

3.2.3.3.3 3.2.3

/  

3.2.3.3.4
1

3.2.3.3.1 3.2.3.3.2
pH 3.2.3

3.2.3.1.2
3.2.3

1% 1 3%
2 3 3.2.3 3.2.4

 
 
3.2.3.3.5 3.2.3 3.2.4 /

/
/

1.3.3.2 3.2.3 3.2.4
/

3.2.3 3.2.1
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3.2.3.3.6 1% 3% /

/ 1.3.3.2  
 
  

33.2.3 11 22 33   
    11 22 33   

  

  

  

    

11  
 

22  33  

11  5% 5%  1%  

22   10% 10%  1% 

33    10% 

110× 11   
22  

 10% 10%  1% 

110× 11   
22   
33  

  10% 

 
1 1A 1B 1C

1A 1B 1C 5% 1A
5 1A 1B 5% 1B

1A 1B 5% 1A 1B 1C 5% 1C
1 1

5 1  
 
  

  
33.2.4   

 

         

ppH 22  1% 1 

ppH 111..5  1% 1 

11   1% 1 

22//33   
  

3% 2/3 
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3.2.4  

 

1.4

1

 
 

3.2.5 /  
 

  1 

 2 3 
 1 A 1 B 1 C   

     

 

      

    

 

 

 

 

3.2.5  
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3。24 危険有害性情報の伝達

表3。2,5 皮膚腐食性／刺激性のラベル要素

区分 1

区分 2 区分3
1A 1B lL C 

シンボル

注意喚起語

危険有害性

情報
l 

8。2o5 判定論理および手引き



 

33.2.5.1 33.2.1 //   
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Yes  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

/

/  

 / /  

   
  

/ /  

3.2.2

   No 

 

Yes 

Yes 

No 

No 

Yes 

 

3.2.2.7 3.2.1
3.2.2 3.2.3.1 3.2.2

3.2.3.1 3.2.2 3.2.3.1
 

1

 

 
 

 
/

3.2.2  

  

Yes  

 

No 

2

 

 

   3 
 

 
 

/

Yes 
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I | ＇ I 
＇ 

I⇒ I 
戸百II⇒とを

,. 



1  < 1%  3.2.3.3.1  

2 3.2.3.3.6 / 1.3 1.3.3.2  
3

3.2.3

3.2.5.2 3.2.2 /  
 

/ /  

 

 

3.2.1.1, 

3.2.2.1.1  3.2.2.2  1%1,2 3.2.3.3.4

 

3.2.1.1, 

3.2.2.1.2 3.2.2.2 ≥ 3%1,2 3.2.3.3.4

 

3.2.3.2  Yes 

No 

 1 

 

 

 2 

 

 

Yes 

1 1

3.2.3.3.2  3.2.3 1

 ≥ 5%2  
Yes 

 1 3 

 

 

No 

No 

No 

Yes

/

  

 

 

No 

 

 

 

Yes 
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3。2oOJo2 判定論理3。2o2皮虜腐麦也膚激性

I 
一
'→ 

1⇒1~コ

IQ I Ji.夏

l→ ! 



 

 No 

3.2.5.3

3.2.5.3.1  

IATA OECD 203  

3.2.5.3.2  

3.2.5.3.2.1

/

OECD 203 section III. A, Part 1, Module 1

3.2.5.3.2.2 HPT

HPT

HPT iv vivo HPT

HPT

 

3.2.5.3.2.3 HPT 1.3.2.4.7

HPT  

1  < 1%  3.2.3.3.1  

2 3.2.3.3.6 / 1.3 1.3.3.2  

 

 

1

1 3.2.3.3.2  3.2.3
2  

(a) 2 1% < 10%

(b)  3  10%  

(c)  (10 × 1) + 2  1%  < 10%  

(d)  (10 × 1) + 2 +  3  10%  

Yes 

 3 

 

 
 

 

No 

1

1 3.2.3.3.2  3.2.3
2  

(a) 1  1% < 5%  

(b) 2  10%   

(c)  (10 × 1) + 2  10%  

Yes 

No 

 2 

 

 

－ 140 －

QI! 

L

■――
 

-
]
 

⇒
 

3。2.5.3 基本的手引き



3.2.5.3.2.4 2 3 HPT

HPT

4 HPT

3.2.5.3.2.5

 

3.2.5.3.3 3  

3.2.5.3.3.1 3 GHS

6 GHS 3

4

 

3.2.5.3.3.2 3 3.2.2.2 4 5 6

/

24 48 72

3  
 
3.2.5.3.3.3 6  

(a) 4

1 1

 

(b) 6 4 /  
 4.0 2  

(c) 6 4 /

 < 2.3 3  

3.2.5.3.3.4 5  

(a) 4

1 1

  

(b) 5 3 /  

 4.0 2  

(c) 5 3 /

 < 2.3 3  

3.2.5.3.3.5 4  

(a) 4

1 1

 

(b) 4 3 /  

 4.0 2  

(c) 4 3 /

 < 2.3 3  
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3.2.5.3.4 in vitro/ex vivo  

in vitro/ex vivo OECD 430 431 435 439

1 1A 1B 1C

2 3.2.6 3.2.7  
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33.2.6 iinn  vvitro/ex vivo   

  

  

  

OOEECD 4430  
  

OOEECD 4431  
  OOEECD 4431   

22 11 22 33 44  

OOEECD 4435  

  

TER
TER 5k

 

k TER
 

3 RhE
4

MTT

 

iv vitro

CDS

 

/  

1
/

 

2
/
 

11  (a) TER 5k
 

(b) TER 5k  

(i)
 

(ii)  

1 

3 60 240
35  

2 3 4 

3 50  

3 50 60 15  

240  60  

11A   

 

 

1 

3 35  

2 

3
25  

3 

3
18  

4 

3
15  

0 3  0 3  

11B  3 35 60
35  

 

60 35
240 35  

3
25

1
 

3
18

1
 

3
15

1
 

3 60  3 30  

11C  60 240  30 60  

  

(a) TER 5k  

(b) TER 5k  

(i)
 

(ii)  

240 35  3 50 60 15  240  60  

－
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33.2.7 iinn  vvitro  

 

  

  

4439  

 

3 RhE 4 1

4 MTT

 

11 22  50  

RhE GHS 1 2

OECD 203  

22  50 TG430 431 435  

33  

50  

RhE GHS 3
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3.2.5.3.5  
 

3.2.5.3.5.1  

 

3.2.5.3.5.2  

3.2.5.3.5.2.1

in vivo / OECD 404

 

3.2.5.3.5.2.2 OECD 402

1 1A 1B 1C

3.2.2

 

3.2.5.3.5.2.3 OECD 410 411

 

3.2.5.3.5.2.4 OECD 406

 

3.2.5.3.5.2.5 OECD 429 442A 442B

 

3.2.5.3.5.2.6 OECD 427
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33.3   

//   

 

33.3.1   

 

3.3.1.1

 

 

 

 

3.3.1.2 in vitro 

in vitro 

/ 1.3 1.3.2.4.9  

 

33.3.2   

 

1 2

1  

(a) 1 /   

 3.3.1  

(b) 2 /  

 3.3.2  

2

2A 2B 3.3.2  

  

33.3.22.1   

3.3.2.1.1 1 /  
 

1

3.3.1

4

21

1 3 2 3

1.5

21  
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33.3.1 // aa,, b, c  

  
   

  11:    

//
  

(a) 1
21

/  

(b) 3 2 24 48 72
 

 (i)  3 /   

 (ii)  > 1.5  

  
 

a  3.3.2.2 1.1 1.1.2.5 c 1.3 1.3.2.4.7  
 

b  OECD 405  
c  4, 5 6 3.3.5.3  

  
3.3.2.1.2 2 /  
 
3.3.2.1.2.1 2A 2B

2

2 2A

 

3.3.2.1.2.2 2 2A 2B  

(a) 3.3.2

2A 2B  

(b) 21 2A

2B  
 
3.3.2.1.2.3

 

 

33.3.2 aa, b, c  

   

  

22/22A  3 2  

24 48 72  

(a)  1 /  

(b)  /  

(c)  /  

(d)   

21  

  22B  2A 7
2B  

 a  3.3.2.2 1.1  1.1.2.5(c) 1.3  1.3.2.4.7
 

 b  OECD 405  

 c 4, 5 6 3.3.5.3  
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33.3.2.2   

 

3.3.2.2.1

3.3.1  

3.3.2.2.2

/

 

3.3.2.2.3 in vitro  

3.3.2.2.4 pH 2 11.5 pH /

pH 2 11.5

1 / pH

pH

in vitro  

3.3.2.2.5  

3.3.2.2.6

3.3.2.1.1

－ 149 －



3.3.1   /  

3.2.1  

      

1a: 
/

a  

 
 

 
 

    b  
 / /

 
    

      
1b: 

 
   

 
     
 / /

 
    

      
1c: 

/
 a 

 

 

  

 /      
      
2: /

 c 
 

 

 
b   

 /      
      
3:  ex vivo/in vitro 

d 
 

  
 

  
      b  
 / /

 
    

      
4: pH

/  e 
 pH2  11.5

/
/

 

 
 

 pH pH
pH

/ /
 

    

      
   

 
 

 
5: 

SAR  
 

 
  b  

   
 

 
 

 /      
     
6:  f

 
 

 
 

 
      b  
7:      
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麟

la: 

lb: 

le: 

2: 

3: 

4: 

5: 

6: 

7: 

図3。3ol: 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性の段階的評価

（図 3。2olも参照のこと）

パラメーター 知見 結論

→ → 眼に対する重篤な損傷性

↓ ミ ➔ 眼刺激性

↓ 

→ → 眼に対する重篤な損傷性

↓ 

↓ 

→ ➔ 区分に該当しない

↓ 

↓ 

→ ➔ 眼に対する重篤な損傷性
眼刺激性

↓ 

↓ 

→ → 眼に対する重篤な損傷性

↓ ヽ ➔ 眼刺激性

↓ 

→ → 眼に対する重篤な損傷性

↓ 

↓ 

＞＇ 
— ;ヽ 眼に対する重篤な損傷性

→ ー）／ 眼刺激性

↓ ゞ ＿） 眼に対する重篤な損傷性

↓ 

→ ＿｝ 眼に対する重篤な損傷性

↓ ヽ ---l 眼刺激性
区分に該当しない



 

 

/

 

/

OECD 
TG 437 (Bovine Corneal Opacity and Permeability (BCOP)) 438 (Isolated Chicken Eye (ICE))
460 (Fluorescein leakage(FL)) in vitro 

in vitro 
 

pH
 

in vitro
 

 

3.3.3  

3.3.3.1  
 
3.3.3.1.1

3.3.1  
 
3.3.3.1.2

pH 2 11.5 1
/ pH

in vitro
 

3.3.3.2    
bridging principles  

3.3.3.2.1

 

3.3.3.2.2  
 

/
/

/
3.3.3.3  
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3o3o3 混合物の分類基準

8。3o3。1 混合物そのもののデータが税吊できる場合の混合物の分類

3o3o3。2 混合物そのものについてデータが利房できない場合の混合物の分類。。つなぎの原Jl!/

(b丘d釦gprinciples)



 

3.3.3.2.3  
   

/

/

 
 
3.3.3.2.4 /  
 

1

1 / 2 2A

2 2A  
 
3.3.3.2.5  
 

3 A B C A B /
C A B

A B C A B
/  

 
3.3.3.2.6  
 

 
 

(a)  2  (i) A+B 

  (ii) C+B  
 

(b)  B  
 

(c)  (i) A (ii) C  
 

(d)  A C /
A C B /

 
 

(i) (ii)
 

 
3.3.3.2.7  
 

/
1  

 
33.3.3.3   
    
 
3.3.3.3.1 /

 
 

1%
/ /

/
 

 
 
 
1
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3.3.3.3.2

/ /
1

/
10 /

 
 
3.3.3.3.3 3.3.3

/  
 
3.3.3.3.4

/ 3.3.3.3.1 3.3.3.3.2
pH 3.3.3

/
3.3.3.1.2 /

3.3.3 1%
1 3% 2

3.3.3 3.3.4  
 
3.3.3.3.5 3.3.3 3.3.4 /

/
1.3.3.2 /

3.3.3 3.3.4 / /
/
3.3.3 3.3.1

 
 
3.3.3.3.6 1% 3%

/
1.3.3.2 /  

 
33.3.3 11 11 22   

11 22   
  

    

11  22/2A  

 1 +  1 a  3%  1% < 3% 

 2  10% b  

10  ( 1 +  1) 
a
 +  2   10% 

a  1 1  
 

b  2B 2B  
 

33.33.4     
 

    
  

  

ppH 22  1% 1 

ppH 111..5  1% 1 

  1% 1 

  3% 2 
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33.3.4   
 

1.4

1 3

 

  

33.3.5 // aa  

    11    22A    22B  

     

     

    
 
a 1 /

1
1.4 1.4.10.5.3.3  
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33.3.5

 

 

 

33.3.5.1  33.3.1 //   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

2   
3 pH /  

in vitro  

No 

  /

/  

 
/

/  

 

/ /

  

 

 3.3.1 3.3.2.1.1 3.3.2.2

3.3.3.1 2  

(a)  

(b)   

(c)  

(d)  

(e) ex vivo/in vitro  

(f) pH   2   11.53  

(g) SAR  

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

Yes 

 

 

3.3.2  
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「―,「―

よ

一

l→ [-
l→[  
9→ 

~1£逗



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  

  

  

Yes 

No 

No 

No 

Yes 

2 2A

 

2B

 

 
 

 

3.3.1

3.3.2.1.2 3.3.2.2  3.3.3.1 2   

(a)  

(b) 3.3.2.1.2  3.3.2

2/2A  

(c) 

 

(d) ex vivo/in vitro  

(e) SAR  

2B 

 (3.3.2.1.2 3.3.2 ) 
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,. ↓
 
→ 



 

3.3.5.2  3.3.2 /  

/  

 
 

 No 

__________________________________________________ 

4  < 1%  3.3.3.3.1  

5 3.3.3.3.5 3.3.3.3.6 / 1.3
1.3.3.2  

6 2B 2B  

7 1 1   

  1%4,5 3.3.1.1, 3.3.2.1.1 3.3.2.2
3.3.3.3.4   

3.3.3.2  

≥ 
3%4,5  3.3.1.1, 3.3.2.1.2 3.3.2.2

3.3.3.3.4  

Yes  

No 

Yes 

1 

 

 

Yes 

 2/2A6 

 

 

 

1 4 3.3.3.3.2  
3.3.3 1 1

 ≥3% 5

Yes 

No 

No 

 

 

No 

 

 /

 

Yes 

 1 

 

 

No 

/ 4 3.3.3.3.2  
3.3.3 5  
(a)  1 +  1 ≥ 1% < 3%  
(b)  2 ≥ 10%  
(c) 10 × 1 +  17 +  2 ≥ 10%  

 2/2A6 

 

 

 

Yes 
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3o3o5。2 判定論理3。3。2 眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性

試験された周様な混合物および成分の情親ゲータに基づいた混合物の分類

I 物質：

9→ 
lー こ逗

上よ

IQ こ遠
一 l→1! 
一

~ I! 

D 一 _
 



3.3.5.3  

3.3.5.3.1 3 GHS

6 GHS 3

4

 

3.3.5.3.2 3 3.3.2.1 4 5 6

 

24 48 72  

3.3.5.3.3 6  

(a) 1  

 (i) 1

21  

(ii) 6 4   3 /

 > 1.5  

(b) 6 4

2/2A  

(i)   1 /  

(ii)   1 /  

(iii)   2 /  

(iv)   2  

21  

(c) (b) 7

2B  

3.3.5.3.4 5  

(a) 1  

(i) 1

21 /  

(ii) 5 3   3 /

 > 1.5  

(b) 5 3

2/2A  

(i)   1 /  

(ii)   1 /  

(iii)   2 /  

(iv)   2  

21  

(c) (b) 7

2B  
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3.3.5.3 基本的手引き



3.3.5.3.5 4  

(a) 1  

(i) 1

21 /  

(ii) 4 3   3 /

 > 1.5  

(b) 4 3

2/2A  

(i)  /  

(ii)  /  

(iii)  /  

(iv)    

21  

(c) (b) 7

2B  
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33.4   

 

 

33.4.1

 

3.4.1.1  

 

 
  
3.4.1.2 2

induction elicitation

 
 
3.4.1.3

 
 
3.4.1.4

3.4.4.2  
 
3.4.1.5  

 

(a)  

(b)  

  

33.4.2   
 
33.4.2.1   
  
3.4.2.1.1  

 

3.4.2.1.1.1

1  

 

3.4.2.1.1.2 3.4.2.1.1.3

1A 1B  

 

3.4.2.1.1.3

3.4.1 /

2 1A 1B  
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3.4.1  

1   

  

(a)  

(b) 1  

1A  1

 

1B  1

 

 

 

3.4.2.1.2  
 
3.4.2.1.2.1

/

 
 
3.4.2.1.2.2

 
 

(a)   
 

(b)   

 

3.4.2.1.2.3  

 

(a) 

 

(i)  in vivo  

(ii)  in vitro  

(iii) 

 
 

 (iv)   
 

(b) 

 
 
3.4.2.1.2.4

 
 
3.4.2.1.2.5

 
 
 
 
 

 
1
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表3。41 呼吸器感作性物質の有害性区分および細区分

区分JL: 呼吸器感作性物質

細区分].A:

細区分].B:



3.4.2.1.3  
2 1

 
 

(a)   E (IgE)  
 

(b)   
 
3.4.2.2  
 
3.4.2.2.1  
 
3.4.2.2.1.1

1  
 
3.4.2.2.1.2 3.4.2.2.1.3

1A 1B  
 
3.4.2.2.1.3 3.4.2.2.2

3.4.2 1A

3.4.2.2.2.1 3.4.2.2.3.2 1B 3.4.2.2.2.2 3.4.2.2.3.3 

/

2 1A 1B

 

 
 

3.4.2  

1  

  

(a)  

(b)  

1A  /

 

1B  /

 

 

 
3.4.2.2.2  
 
3.4.2.2.2.1 1A  
 

(a) 500 g/cm2 HRIPT HMT  
 

(b)

 
 

(c)

 

 

 

 

                                                   
1

 
2
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3A2。2 皮膚感作性物賀

表3A2 皮膚感作性物質の有害性区分および細区分

区分]_: 皮膚感作性物質

細区分誌：

細区分].B:



3.4.2.2.2.2 1B  
 

(a) >500 g/cm2 HRIPT HMT  
 

(b)
  

 
(c)

 
 
3.4.2.2.3  
 
3.4.2.2.3.1 1
30%

15% 1
3 OECD

406 Maximisation Buehler 429

MEST
 

 
3.4.2.2.3.2 1A 3.4.3  
 

3.4.3 1A 

  

 EC3  2% 

Maximisation   0.1% 30%  

 >0.1 % 1% 60%  

Buehler   0.2% 15%  

 >0.2 % 20% 60%  
 
 
3.4.2.2.3.3 1B 3.4.4  
 

3.4.4 1B 

  

 EC3  >2  

Maximisation   >0.1 % 1% 30% <60%  

 >1 % 30   

Buehler   >0.2% 20 15 <60%  

 >20  15   
 
 
3.4.2.2.4  
 
3.4.2.2.4.1

  
a  

 
b  

  
c   

 
d  1.3  1.3.2.4.7  

 
e  

  
f
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表8。4。3 動物試験結果による細区分1.A

検査 判定基準

表3。4。4 動物試験結果による細区分1B

検査 判定基準



3.4.2.2.4.2

 
 
3.4.2.2.4.3 1

2
 

(a)  
 

(b) 
 

 
(c) 3.4.2.2.3

 
 

(d)  
 

(e)  
  
3.4.2.2.4.4   
 

 
 

 
 

 
33.4.3  
 
33.4.3.1   
 

3.4.5
3.4.4.2  

 
33.4.3.2
  bbrridging principless   
 
3.4.3.2.1
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3.4.3.2.2  
 

 
 

3.4.3.2.3  
 

 

 

3.4.3.2.4  
 

1 1A 1 1A

1

1A  
 
3.4.3.2.5 1  
 

3 A B C A B /

C A B

A B C A B /  

 

3.4.3.2.6  
 

 
 

(a)  2  (i) A+B  

 (ii) C+B  
 

(b)  B  
 
(c)  (i) A (ii) C  
 
(d)  B A  C  
 
(e)  A C B  

 
(i) (ii)

 
 
3.4.3.2.7  
 

 
 

33.4.3.3

    
 

1 /

3.4.5 /
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3.4.5  

/  

 

/  

 

 

 

 

/    

 

 

0.1%  0.1%   

1.0% 0.2%  

 

1A 
0.1% 0.1%  

 

1B 
1.0% 0.2%  

 

 

  0.1%  

  1.0% 

 

1A 
  0.1% 

 

1B 
  1.0% 

 
3.4.4.2 0.1% 1.0%

0.1 0.2% SDS /

 
 
 
3.4.4  
 
3.4.4.1 1.4

1
3.4.6

 
 

3.4.6  

 

 
 1 

1A 1B 

 
 1 

1A 1B 

   

   

 
 

 
 
3.4.4.2 3.4.5

 
 

3.4.5   
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表3Ao5 混合物の分類基準となる呼吸器感作性物質または皮膚感作性物質として分類された
混合物成分のカットオフ値／濃度限界

混合物の分類基準となるカットオフ値／濃度限界

成分の分類：
呼吸器感作性物質 皮膚感作性物質

区分1 区分1

呼吸器感作性物質

区分1

呼吸器感作性物質

細区分1A

呼吸器感作性物質

細区分1B

皮膚感作性物質

区分1

皮膚感作性物質

細区分1A

皮膚感作性物質

細区分1B

注記。。

3。4。4 危険有害性情報の伝達

シンボル

注意喚起語

伊吟右宝枇檸却“‘宵ヽヽ砂 W1 w w : “ ‘ “mm  w 

表3。4。6 呼吸器感作性および皮膚感作性のラベル要素

呼吸器感作性

区分 1
細区分誌および虚

皮膚感作性

区分 1

細区分lAおよび1B



3.4.5.1   3.4.1  

 

 

 

3 1.3 1.3.3.2 /  
4 3.4.4.2  
5  1 3.4.2.1.1

:  

:  
 

3.4.3.2  

  No 
 

No 

 

 

 

Yes 

(a) /

 

(b)

3.4.2.1  

Yes 

15

 

 

  

Yes 

Yes 

 

 

 

No

3, 4 
(a)  0.1% w/w  
(b)  1.0% w/w  
(c)  0.1% v/v  
(d)  0.2% v/v  

3.4.3.3 3.4.5  

No 

Yes 

 

1 
 

 

 

No 

 
3.4.3.1

 

 

 

No 

Yes
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3A5。1 判定論理 341 呼吸器感作性

物質 ,⇒1 I 
混合物： I 
J J 
［一 l 

¥f 
l-

→ ↓ 
し

I 
| 

＇ 
ー 9, ¥ | 

↓ 

ー
＇ 



3.4.5.2   3.4.2  

 
3 1.3 1.3.3.2 /  
4 3.4.4.2  
6  1 3.4.2.2.1  

 
No  

  
 

No 

 

 

 

Yes 
 

 

 

(a) /

 
(b)

 

3.4.2.2.1 3.4.2.2.4  

Yes 

1

 

 

Yes 

3.4.3.2  
Yes 

 

 

No 

3, 4 
(a)  0.1%?  
(b)  1.0% ?  

3.4.3.3 3.4.5  

No 

Yes 

 

1

 

No 

3.4.3.1  

Yes 

 

No 
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3A5o2 判定論理 342皮膚感作性

ー

J 

I→ | 

一| 9 

,. 

1

]

 

,. 





3.5  

 
3.5.1  
 
3.5.1.1.

 
 
3.5.1.2

in vitro / in vivo
 

 
3.5.1.3

 
 
3.5.1.4

DNA

 
 
3.5.1.5 DNA

DNA

DNA DNA

 
 
3.5.2  
 
3.5.2.1

2 2  
 
3.5.2.2

 in vitro
 

 
3.5.2.3

 
 
3.5.2.4

OECD

 
 
3.5.2.5  in vivo  
 

OECD478  

OECD485  

 
 
3.5.2.6  in vivo  
 

OECD475  

OECD474
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第3。5章

生殖細胞変異原性

35。1 定義および一般事項

3o5。2 物質の分類基準



3.5.1  

1

 
 

1A  

 
 

1B  
 

(a) in vivo  
 

(b) in vivo

in vivo /

 
 

(c) 

 
 

2  
 

in vitro  
 

(a) in vivo  
 

(b) in vitro in vivo  
 

in vitro
2  

3.5.2.7 in vivo /  
 

(a)  

(OECD483) 

 

(b)  

SCE  

DNA UDS  
 

3.5.2.8 in vivo  
 

DNA UDS OECD486  

SCE  
 

3.5.2.9 in vitro  
 

OECD473  

OECD476  

OECD471  
 
3.5.2.10
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図3o5ol 生殖細胞変異原性物質の有害性区分

区 ヒト生殖細胞に経世代突然変異を誘発することが知られているかまたは経世代突然変異を誘発

すると見なされている物質

区分誌 ヒト生殖細胞に経世代突然変異を誘発することが知られている物質

区分1B ヒト生殖細胞に経世代突然変異を誘発すると見なされるべき物質

区分2 ヒト生殖細胞に経世代突然変異を誘発する可能性がある物質

注記：
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表805。1 混合物の分類の基準となる混合物の生殖細胞変異原性物質として

分類された成分のカットオフ値／濃度限界

成分の分類： 混合物の分類基準となるカットオフ値／濃度限界

区分1変異原性物質 区分2変異原性物質

区分誌 区分JLB

区分lA変異原性物質

区分1B変異原性物質

区分2変異原性物質

注記

3o5A 危険有害性情報の伝達

表3。5o2 生殖細胞変異原性のラベル要素

区分 1 区分 2

（区分誌、JLB)

シンボル

注意喚起語

危険有害性情報
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3。6。1 定義

306。2 物質の分類基準

第3。6章

発がん性

図3。Sol 発がん性物質の有害性区分

区公_l:ヒトに対する発がん性が知られているあるいはおそらく発がん性がある

区分1A：ヒトに対する発がん性が知られている：主としてヒトでの証拠により物質をここに分類する

区分1B：ヒトに対しておそらく発がん性がある：主として動物での証拠により物質をここに分類する

分類：

区：ヒトに対する発がん性が疑われる
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3。03 混合物の分類基準

3o6o3oJL 混合物そのものについて試験データが‘入手できる楊合の混合物の分類

3。6.3。2 混分物そのものについて試験データが入手できない楊合の混合物の分類。。つなぎの原Jl(/
{bridgingp丘nばp1e)



3.6.3.2.4  
 

 
 

(a)  2  (i) A+B  
 (ii) C+B  

 
(b)  B  

 
(c)  (i) A (ii) C  

 
(d)  A C A C

B  
 

(i) (ii)

 
33.6.3.3   
    
  

1 1 2 1 2
3.6.1 /

 
 

 
33.6.1 // a  

  

//   

11   
22   

11A  11B  

11A   0.1% -- -- 

11B   -- 0.1% -- 

22   -- -- 
0.1% 1  

1.0% 2  
  
a    

 
 

11 2 0.1% 1%
SDS

0.1% 1%
 

 
22 2 1% SDS

 
  
 
33.6.44   
  

1.4
1 3

3.6.2
 

－ 182 －



33
.6

.2
   33

.66
.5

  

 

  33
.6

.5
.1

33
.6

.1
  

 

                                

  
  11

  

11
A

11
B

  

  22
  

  
 

 

  
 

 

  
 

 

 

 

3
.6

.2
 

(a
) 

 

(b
) 

 

 

N
o 

 

    

 

Y
es 

 
 

 

  

  
 

 

N
o 

3
.6

.2
 

 

 

 

 

 

Y
es 

N
o 

 

Y
es 

－
183

－

~ I I~ 



  
/

 

3.6.2.7, 3.6.3.1, 3.6.3.2 

33.6.5.233.6.2  
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

      

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
11.31.3.3.2/3.6.1 
2 3.6.3.2 

 

Yes 

1 
 
 

 

 

12
 

(a)    0.1% 1   
(b)    1.0% 1   

2 

 
 

1

 

  0.1% 1 

 

Yes 

 

No 

2  

3.6.3.2 

 

 

Yes 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 No 

No 

 No 

 

 

No 

 Yes 

Yes 

－184－

t
 

。

（
t

／
↑
 



3.6.5.3
 
3.6.5.3.1 International Agency for Research on Cancer IARC

3.6.5.3.1.1 3.6.5.3.1.2
4  

 
3.6.5.3.1.1
 

3.6.5.3.1.1.1  
 

(a)

 
 

(b)

 

 
3.6.5.3.1.1.2

 

 
3.6.5.3.1.2
 

 
 

(a)  (i)  (ii) 1

 
 

(b)

 
 

(c)

(i) (ii) 

(iii) 

 

 
3.6.5.3.2 * 

 

GHS
IPCS Conceptual Framework for Evaluating a 

Mode of Action for Chemical carcinogenesis 2001 ILSI Framework for 
Human Relevance Analysis of Information onCarcinogenic Modes of Action Meek et al., 2003; Cohen et 
al., 2003, 2004 IARC 12(b)

IPCS 2004
 

 

 

 
3 IARC OECD OECD

 
4 3.6.2.4  

－ 185 －

麟 5。3 基衣的手ク／き
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39。2 物質の分類基準

39。2。1 有害性区分

図3o7。1(a) 生殖毒性物質の有害性区分

区公_l:ヒトに対して生殖毒性があることが知られている、あるいはあると考えられる物質

区分1A ヒトに対して生殖毒性があることが知られている物質

区分1B：ヒトに対して生殖毒性があると考えられる物質

区：ヒトに対する生殖毒性が疑われる物質

図39。]_(b) 授乳影響の有害性区分
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3o7。2oO 動物データおよぴ実験データ
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3o7。3 混合物の分類基準

3o7o3。]l 混合物そのものについて試験データがス手できる場合の混合物の分類

3o'lo3o2 混合物そのものについて試験データがス手できない場合の混合物の分類。。つなぎの原Jlfj

(bridging principle) 
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393。3 混合物の全成分についてまたは一那の成分だけについてデータがス手できた場合の況合物の

分類

表 混合物の分類基準となる生殖毒性物質成分のカットオフ値／濃度限界

混合物の分類基準となるカットオフ値／濃度限界：

区分1生殖毒性物質 授乳に対するま

成分の分類： 区分2 たは授乳を介し

区分誌 区分]_JB 生殖毒性物質 た影響に関する

追加区分

注記1:

注記2。。
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39。5。2 授乳に対するまたは授乳を介した影響の判定論理
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381 定義および一般事項

382 物質の分類基準

38。2。]l 区分1よぴ区分2の物賀

第3。8章

特定標的臓器毒性

（単回ばく露）
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図3080]. 特定標的臓器毒性（単回ばく露）のための区分

区：ヒトに重大な毒性を示した物質、または実験動物での試験の証拠に基づいて単回ばく露

によってヒトに重大な毒性を示す可能性があると考えられる物質

区：実験動物を用いた試験の証拠に基づき単回ばく露によってヒトの健康に有害である可能

性があると考えられる物質

区分3：一時的な特定臓器への影響

注記。。
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表301 単回ばく露に関するガイダンス値の範囲

ガイダンス値の範囲：

ばく露経路 単位 区分 1 区分 2 区分3

経口（ラット）

経皮（ラットまたはウサギ）

吸入（ラット）気体

吸入（ラット）蒸気

吸入（ラット）
粉塵／ミスト／ヒューム
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//   

11  22  

11  

  

1.0% 1  
1.0% 10% 3  

10% 2  

22  

  
 

1.0% 4  

10% 5  
a  

  

11 1 1.0% 10%
SDS

1.0% 10%
 

22 1 10%
SDS  

33 1 1.0% 10%
2

 
44 2 1.0% 10%

SDS
1.0% 10%

 
55 2 10%

SDS  
 
3.8.3.4.2

<1%  
 
3.8.3.4.3 3 20%

3

20%
3.8.2.2

 
 
3.8.3.4.4 3

w/w v/v

<1% 
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33.88..44   
 
3.8.4.1 1.4

1 3

 
 

33.88..33   
 

    11    22  33  

     

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
33.88..55   
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33.8.5.1    33.88..1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

1 3 1 2
3.8.2.2.1(e) 3.8.2.2.2(b)  

 

/  

No 
  

/  

Yes 

 

(a)  

 

(b) 

 

 3.8.2

 No 

Yes 

2 

 

 

 

 No 

 

 

 3.8.2

 

Yes 

No 
 

 

1 

 

 

/  

 

 

 

Yes 

 Yes 

No 3.8.2 

 

Yes 

3 

 

 

 

1  

3.8.2 3.8.3

 

 No 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Yes 
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I 

J 

ゴ⇒
⇒
⇒
 
ょ

ょ

T
"
 
T
 



3.8.5.2   3.8.2  
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   3.8.3.3   Yes 

No 

1
2  

(a)    1.0%  

(b)    10%  

/ 3.8.2 
3  

 Yes 

 Yes 

No 

1

1 2  

 1.0    < 10% 

/ 3.8.2
3  

 Yes 

2

1 2  

(a)    1.0%  

(b)    10%  

/ 3.8.2 
3  

2 

 
 

No 

No 

 

1 

 
 

 

2 

 
 

Yes 

3 

 

 

3 1

20%  

3.8.3.4.3

 

No 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 

                                                   
2  3.8.2  1.3  1.3.3.2 /  
3 3.8.3.4  3.8.2  
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38。5。2 判定論理 3。802

I [  

［ ↓ 
ー、

—: 

⇒ 1 ! 



33.9   

  

  
 

33.9.1   
  
3.9.1.1

3.1 3.7 3.10

3.9.1.6  

3.9.1.2

 

3.9.1.3

/

 

3.9.1.4

 

3.9.1.5

 

3.9.1.6 GHS  
3.8

/

/

GHS  

 

33.9.2   
 
3.9.2.1 /

3.9.2.9

2
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3.9.1  

 
1  

 
 

1  

a   
 
b  

/ 3.9.2.9  
 

2  

 
 

2

/ 3.9.2.9  

 

2

3.9.2.6  
 

/

 

3.9.2.2  

3.9.2.3

 

3.9.2.4

 

3.9.2.5

28 90 2

/

 
 
3.9.2.6

(a) 1

(b)

/ 2

1

1  
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図 3。~ol 特定標的臓器毒性（反復ばく露）のための区分

区： ヒトに重大な毒性を示した物質、または実験動物での試験の証拠に基づいて反復ばく

露によってヒトに重大な毒性を示す可能性があると考えられる物質

区：動物実験の証拠に基づき反復ばく露によってヒトの健康に有害である可能性があると

考えられる物質

注記。。



33.9.2.7  

3.9.2.7.1

 

3.9.2.7.2 /

 

3.9.2.7.3

 

 

(a) /

 

(b)

 

(c)  

(d)

 

(e)  

(f)

 

(g)

 

  

33.9.2.8   
 

 

 

(a)  

 
 

(b)

 

(c)  

(d)  

(e)

 

－ 211 －



3.9.2.9  
 
3.9.2.9.1 /

/

1

 
 
3.9.2.9.2 1 2

/

/ 3.9.1

/

/

 

3.9.2.9.3

/

/  

3.9.2.9.4 /

 

3.9.2.9.5 90

28

3  

3.9.2.9.6 1 90

3.9.1

 
 

3.9.1 1  

  

 mg/kg /  10 

 mg/kg /  20 

 ppmV/6 /  50 

 mg/ /6 /  0.2 

/ /  mg/ /6 /  0.02 
 

: bw h d  
 
 
3.9.2.9.7 2 90

3.9.2

 
 
 
 
 

（ / ） 
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3J3)。2o9 実験動物を居いて実施した試験で痔られた結果に基づいた分類を補助するガイダンス僅

表 3。~ol

ばく露経路

経口（ラット）

経皮（ラットまたはウサギ）

吸入（ラッり気体

区分1への分類を助けるガイダンス値

単位 ガイダンス値（用量／濃度）



3.9.2 2  

  （ / ）
 mg/kg /  10 C 100 

 mg/kg /  20 C 200 

 ppmV/6 /  50 C 250 

 mg/ /6 /  0.2 C 1.0 

/ /  mg/ /6 /  0.02 C 0.2 
 

: bw h d  
 
3.9.2.9.8 3.9.2.9.6 3.9.2.9.7

 
 
3.9.2.9.9 / 100mg/kg /

/ 100mg/kg /

 
 
3.9.2.10  
 
3.9.2.10.1

1 /
 

 
3.9.2.10.2

/

 
 
3.9.2.10.3

 
 
3.9.2.10.4

 
 
3.9.3  
 
3.9.3.1

3.8
 

3.9.3.2  
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表39。2 区分2への分類を助けるガイダンス値

ばく露経路 単位 ガイダンス値範囲（用量／濃度）

経口（ラット）

経皮（ラットまたはウサギ）

吸入（ラット）気体

吸入（ラット）蒸気

吸入（ラット）粉塵／ミスト／ヒューム

注記

3o¥9l。2orn その勉の考慮事項

3。93 混合物の分類基準



33.9.3.3
  bbrridging principle   

  
3.9.3.3.1

 

3.9.3.3.2  

 

3.9.3.3.3  

 

3.9.3.3.4  

1

1  

3.9.3.3.5 1  
 

3 A B C A B

C A B

A B C A B  

3.9.3.3.6  
 

 
 

(a)  2  (i) A+B  

 (ii) C+B  

 

(b)  B  

 

(c)  (i) A (ii) C  

 

(d)  A C A C  

B  

(i) (ii)

 

3.9.3.3.7  
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33.9.3.4   
    
 
3.9.3.4.1

1 1 2 1

2 3.9.3 /

 
 

33.9.3   

// a  

  
//   

11   22   

11   

  

1.0% 1  1.0% 10% 3  

10% 2  1.0% 10% 3  

22   

  

 1.0% 4  

10% 5  
 
a  

 
 

1 1.0% 10%  
SDS

1.0% 10%
 

 
22 1 10%

SDS  
 

33 1 1.0% 10%
2

 
 

44 2 1.0% 10%
SDS

1.0% 10%
 

 
55 2 10%

SDS  
 
3.9.3.4.2

 
 
3.9.3.4.3

 
 
3.9.3.4.4

1%
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33.9.4   

 

1.4

1 3

 
 

33.9.4  

    11    22  
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3.9.5

3.9.5.1 3.9.1

1 3.9.2 3.9.1 3.9.2 1.3  1.3.3.2 /

 / 

No / 

Yes 

(a) 

(b) 

 3.9.2 1

 No 

Yes 

2 

 No 

 3.9.2 1

Yes 

No 

1

/ 

Yes 

 Yes 

No 
3.9.2
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335 反復ばく露による特定標的臓器毒性の判定論理

335。1判定論理謬1

物質 ：

混合物：

混合物

ょ

よ＞



3.9.5.2   3.9.2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

3.9.3.3

 Yes

No 

1  

(a)    1.0%  

(b)    10% 

/ 3.9.3 
2  

 Yes 

 Yes 

No 

1  

 1.0   < 10% 

/ 3.9.3 
2  

2 

 
 

 Yes 

1  

(a)    1.0% 

(b)    10% 

/ 3.9.3 
2  

2 

 
 

No 

No 

 

 

1 

 
 

 

                                                  
1 3.9.2 3.9.1 3.9.2 1.3  1.3.3.2 /  
2 3.9.3.4 3.9.4  3.9.3  
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335。2 判定論理 3o9o2

| _J  

゜

J 

J 

［ ↓ 

→ ↓ 

Q 1, 



 3.10  

 

3.10.1  
 
3.10.1.1

 
 
3.10.1.2

 
 
3.10.1.3

 
 
3.10.1.4

/

 

 

3.10.1.5  
 
3.10.1.5.1 

  
 
3.10.1.5.2 

 
 
3.10.1.5.3  
 

 mPa s    g/cm3  =  mm2/s  
 
3.10.1.5.4 3.10.1.2 1

2 3.10.1 (b)

 
 
3.10.1.5.5  /  
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3。10。1 定義および一般的事項

3。10。1。5 特別に鰍意すべき尊項

第 3。10章

誤えん有害性



33.10.2   
 

  33.10.1   
 

    

11

  

1  

(a)

 

(b) 40  20.5 mm2/s  

22

  

40  14 mm2/s 1

2  
  

11 1   
 

22 3 13
13

 
 

33.110.3   
  
33.10.3.1   
  

1   
  
  
33.10.3.2      

bbrridging Principles   

3.10.3.2.1

3.10.3.2.2   
 

10%  
 
3.10.3.2.3  
 

 
 
3.10.3.2.4 1  
 

1 1

1  
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3.10.3.2.5  
 

3 A B C A B

C A B

A B C A B  
 
3.10.3.2.6  
 
  
 

(a) 2  (i) A + B  

            (ii) C + B  
 

(b) B  
 

(c) (i) A (ii) C  
 

(d) A C A C

B  
 

(i) (ii) 3.10.1

 
 
3.10.3.3  
  
 
3.10.3.3.1  1%  
 
3.10.3.3.2 1 
 
3.10.3.3.2.1 1   10% 40°C   20.5 mm2/s 

1  
 
3.10.3.3.2.2 2

1   10% 40°C   20.5 mm2/s 

1  
 
3.10.3.3.3 2 
 
3.10.3.3.3.1 2   10% 40°C   14 mm2/s 

2  

3.10.3.3.3.2

2  
 
3.10.3.3.3.3 2

2   10% 40°C   14 mm2/s 

2  
 
3.10.4  
 

3.10.4.1 1.4

1 3

1 2  
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3。1I())。3o3 混合物の全成分についてまたは一那の成分だけについてデータが税弔できる場合の混合物の

分類



222  

 3.10.2   

 1 2 

   

   

   

3.10.5  
 

 
 
 
3.10.5.1  3.10.1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a)

 
 

(b)  40 C 20.5mm2/s
 

  

Yes 

 

Yes 

  No 

 
 

 Yes 

No 

 

 
No  3.10.2  

 40 14 mm2/s

 

Yes 

1 

 

 

2 

 

 

 

Yes 

 No 

 

No 
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表 3。10。2 誤えん有害性のラベル要素

区分1 区分2

シンボル

注意喚起語

危険有害性情報

3。]_〇。5 誤えん有害性の判定論理

8。1LO。5。1 判定論理3。10。1

物質： I⇒ I 
|混雑9: l[  

＇ し
混合物：

IQ I 

゜

こ
IQ ' 

~ I 

＇ 



33.10.5.22  33.10.2  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 10%

40 20.5mm2/s

3.10.3.3.1  
Yes 

 No 

 No 

 Yes 

3.10.3.2.1 3.10.3.2.5  

 No 

Yes 

 
 

 

1 

 

 

2 

 

 

 

2 10%

40 14mm2/s

3.10.3.3.2  
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l 
こ

［ ↓ 

こ

こl
| 

＇ 





 

 

 

 

 

 

 

PPART 4  

EENVIRONMENTAL HAZARDS 
 

 

 

 

 

44   
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4.1  

 

 

 

4.1.1  

4.1.1.1  

 

 

/

 

 

 

/

 

 

ECx x%

NOEC NOEC

 

4.1.1.2  

4.1.1.2.1 GHS  

a    

b  

c    

d    
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口。1 定義および一般事項

4。]lふ1 定義

第4。1章

水生環境有害性



 
4.1.1.2.2

OECD
GLP

 
  
44.1.1.3   

96 LC50 OECD 203
48 EC50 OECD 202 72

96 EC50 OECD 201
Lemna

 

44.1.1.4
 

OECD 210 211
201 9

A9.3.3.2 NOEC
ECx  

44.1.1.55   

/ OECD
107 117 123 log Kow

(BCF)
BCF BCF OECD 305

 

44.1.1.66   

4.1.1.6.1
4.1.2.11.3 OECD 301(A-F)

OECD 306
BOD 5 / COD 0.5

 

4.1.1.6.2

9  

44.1.1.7   

4.1.1.7.1 4.1.1.7.3

 

4.1.1.7.2

2 9
10

 

4.1.1.7.3 EU GESAMP IMO
ADR/RID

MARPOL 
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4.1.2  

4.1.2.1 3 4
3 3

4.1.1(a) (b) 1
3 EC50 LC50

1 3

2 
4.1.1

4.1.2.2

4

 
 
4.1.2.3 1mg/l 0.1mg/l

0.01mg/l

4.1.1 2 4.1.3.5.5.5  
  
4.1.2.4 4.1.1

4.1.2  

 
 

4.1.1 1

 

(a)  

 1 2  

96 LC50 1mg/l /  

48 EC50 1mg/l /  

72 96 ErC50 1mg/l 3  
 

1 L(E)C50 0.1mg/l 

 

 2 

96 LC50 > 1mg/l   10mg/l /  

48 EC50 > 1mg/l   10mg/l /  

72 96 ErC50 > 1mg/l   10mg/l 3  

 3 

96 LC50 > 10mg/l   100mg/l /  

48 EC50 > 10mg/l   100mg/l /  

72 96 ErC50 > 10mg/l   100mg/l 3  
 

L(E)C50 100mg/l  

 

73/78 II  
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4。lo2 物質の分類基準

表4,1。1 水生環境有害性物質の区分

(a)短期（急性）水生有害性

区分急性1

区分急性2



 

4.1.1 1

 

(b) 4.1.1  
 

(i) 4  
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

(ii)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(iii)  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

(c)  
 

 

 
 

 1 2  
NOEC ECx 0.1mg/l /  
NOEC ECx 0.1mg/l /  
NOEC ECx 0.1mg/l 

 2  
NOEC ECx  1mg/l /  
NOEC ECx  1mg/l /  
NOEC ECx  1mg/l 

 1 2  
NOEC ECx 0.01mg/l /  
NOEC ECx 0.01mg/l /  
NOEC ECx 0.01mg/l  

 2 
NOEC ECx 0.1mg/l /  
NOEC ECx 0.1mg/l /  
NOEC ECx 0.1mg/l 

 3 
NOEC ECx 1mg/l /  
NOEC ECx 1mg/l /  
NOEC ECx 1mg/l 

 1  2  
96 LC50 1mg/l /  
48 EC50 1mg/l /  
72 96 ErC50 1mg/l 3  

BCF 500
logKow 4 4 5  

 2  
96 LC50 > 1mg/l  10mg/l /  
48 EC50 > 1mg/l  10mg/l /  
72 96 ErC50 > 1mg/l  10mg/l 3  

BCF 500
logKow 4 4 5  

 3  
96 LC50 > 10mg/l  100mg/l /  
48 EC50 > 10mg/l  100mg/l /  
72 96 ErC50 >10mg/l 100mg/l 3  

BCF 500
logKow 4 4 5  

 4 

logKow 4
BCF 500 

NOEC 1mg/l  

表4。1lol 水生環境有害性物質の区分

(b)長期（慢性）水生有害性

(3慢性毒性の十分なデータが得られる、急速分解性のない物質

区分慢性I

区分慢性2

(i9慢性毒性の十分なデータが得られる、急速分解性のある物質

区分慢性JL

区分慢性2

区分慢性3

國慢性毒性の十分なデータが得られない物質

区分慢性 1

区分慢性2



 
4.1.2.5 GHS 

1

 

2 1 1
M 4.1.3.5.5.5  

3 ErC50 [ = EC50 ] 100

ErC50 EC50 
ErC50 EC50

 
4

 

5 BCF 500 BCF
logKow 4 logKow

logKow logKow BCF  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

4.1.1 2  

4.1.1 (b) (i)  

4.1.1 (b) (ii)

Yes 

1 2

 

No 

 

(a) 4.1.1 (b) (i) 

4.1.1 (b) (ii)  
 
(b) 

4.1.1 (b) (iii)
 

 

Yes 

No 

4.1.1 (b) (iii)  

Yes
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注記 1:

注記3。。

注記3:

注記4:

注記5:

図4。I。l：水生環境に対して長期（慢性）有害性のある物質の分類



 
4.1.2.6

L(E)C50 100mg/l 
1000mg/l 1 

MARPOL 73/78 
L(E)C50 0.1mg/l 

 
 
4.1.2.7 L(E)C50 

1mg/l 
1mg/l 

NOEC 1mg/l
1 3 L(E)C50 100mg/l 

 
 
4.1.2.8 MARPOL  73/78

 
 
4.1.2.9   
 
4.1.2.9.1

EC50 EC50

EC50 EC50

EC50

 
 
4.1.2.9.2

 
 
4.1.2.10  
 

n- /
BCF GHS

log Kow 4
log Kow BCF BCF

BCF<500

 
 
4.1.2.11  
 
4.1.2.11.1
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4olL。29 水生毒性

4。]_。210 生物蓄精性



9

 
 
4.1.2.11.2

OECD

9  
 
4.1.2.11.3  
 

(a)  28  
 

(i)  70%  
 

 (ii) 60%  
 

10 
10% 9(A9.4.2.2.3)

10 28
 

 
(b) BOD COD BOD5/COD 0.5  

 
 

(c) 28 70%  
 

 
4.1.2.12  

4.1.2.12.1

 

4.1.2.12.2

10

 

4.1.2.13 QSAR  

log Kow QSAR
QSAR

log Kow QSAR
 

 

28 70%
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4ふ2ol2 無榛化合物および金属



4.1.2.14

4.1.2:

1

2

13 3

1 1 1 1

L(E)C50 1.00 NOEC ECx 0.1 NOEC

ECx 0.01

L(E)C50 1.00

BCF 500

logKow 4

2 2 2 2

1.00 L(E)C50 10.0 0.1 NOEC

ECx 1

0.01 NOEC

ECx 0.1

1.00 L(E)C50 10.0

BCF 500

logKow 4

3 3 3

10.0 L(E)C50 100 0.1 NOEC

ECx 1

10.0 L(E)C50 100

BCF 500

logKow 4

: 4 4

: 5

NOECs 1mg/l

BCF 500 logKow 4

1 L(E)C50 (mg/l)
QSAR

2 3 1mg/l

(Q)SAR

3 NOEC(mg/l) ECx(mg/l)

4
4

5
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4ふ2ol4 物資の分類基準の概要表

表4。1。2：水生環境有害性物質の分類スキーム

分類区分

短期（急性）有害性 長期（慢性）有害性

慢性毒性データが十分に入手できる場合 慢性毒性データが十分に入

急速分解性のない物質 急速分解性のある物質 手できない場合

区分：急性1 区分：慢性1 区分：慢性1 区分：慢性1

区分：急性2 区分：慢性2 区分：慢性2 区分：慢性2

区分：急性3 区分：慢性3 区分：慢性3

区分：慢性4

例：

注記1。。

注記広

注記3:



44.1.3   

4.1.3.1

1 3 1 4

 
 

1 1 0.1% w/w

1% w/w

0.1%

 

4.1.3.2

 

4.1.2

 

 
 

44.1.2   
  

  
 

  

 

                     No                       Yes 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

 

 

 

4.1.3.4  

( )/ ( )

4.1.3.3  

( )/ ( )

    

( )/ ( )

 

 

 

 

 

Yes 

Yes 

 

( )/ ( )

 

 

4.1.3.5.5  

(a)

(%)  

(b)

(%)  
(c) 

(%)
4.1.3.5.2

L(E)C50

EqNOECm

 
 

 

4.1.3.5  

4.1.3.6  

No 

No 
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―

▼

 

~
 

► ► 

▼
 

~ ~ 

~ ► 



44.1.3.3   
 
4.1.3.3.1

/ 4.1.1.3 4.1.1.4

4.1.3.4 4.1.3.5 4.1.5.2.2  
 
4.1.3.3.2

 
4.1.3.3.3 1 2 3  

 
(a)  L(E)C50 100mg/l LC50 

EC50  

1 2 3 4.1.1(a)  
 

(b) L(E)C50 100mg/l

LC50(s) EC50(s)  
 

 
 

4.1.3.3.4 1 2 3  
 

(a)  ECX NOEC 1mg/l

ECX NOEC  
 

(i) 

4.1.1(b)(ii) 1 2 3

 
 

(ii) 4.1.1(b)(i)

1 2 3  
 

(b) ECX(s) NOEC(s) 1mg/l

ECX NOEC  

4.1.3.3.5 4  
 

 
 

4.1.1(c) 4  

 

44.1.3.4

  bbrridging Principles   
 
4.1.3.4.1
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4.1.3.4.2  

4.1.3.5  
 
4.1.3.4.3  

 
 
4.1.3.4.4 1 1  

1 1 1 1 

 
 
4.1.3.4.5  

3 A B C A B 
C A B

A B C A B 
3 

 
 
4.1.3.4.6  
 
   
 

(a)  2  (i) A+B  

 (ii) C+B  
 

(b)  B  
 
(c)  (i) A (ii) C  
 
(d)  A C 

B 

 
 

(i) (ii)

 

 

44.1.3.5

    

4.1.3.5.1

4.1.3.5.5  
 
4.1.3.5.2 1 2 3 1 2 3 4

2

(a) (b)
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Ci     

L(E)C50i 

n      

L(E)C50m 

= i  

= i LC50 EC50 mg/l  

= i 1 n  

= L(E)C50  
 

(b) 

 

Ci = i ; 

Cj = j ; 

NOECi = i NOEC

mg/l ; 

NOECj = j NOEC

mg/l ; 

n = i j 1 n ; 

EqNOECm = NOEC; 

4.1.1(b)(ii)

 

4.1.3.5.3

3

1 2 3 1 2 3

 
 
4.1.3.5.4 1
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4.1.3.5.5  
  
4.1.3.5.5.1  
 
4.1.3.5.5.1.1  1/ 1 3/ 3 1

10

1/ 1 3/ 3  
 
4.1.3.5.5.1.2 1 1

1mg/l

0.1mg/l 0.01mg/l

1.3 1.3.3.2.1

/

4.1.3.5.5.5 M

 
 
4.1.3.5.5.2  
 

1 2 1

1  

 

4.1.3.5.5.3 1 2 3  
 
4.1.3.5.5.3.1 1 M

(%) 25% 1

1  
 
4.1.3.5.5.3.2 1 2

M 1 (%) 10 2

(%) 25% 2

2  
 
4.1.3.5.5.3.3 1 2 3

M 1 (%) 100

2 (%) 10 3

(%) 25% 3  
 
4.1.3.5.5.3.4 (%)

4.1.3  
 

44.1.33   
  

((%)     

1 M a 25% 1 

M 10 1 + 2 25% 2 

M 100 1 + 10 2 + 3 25%  3 
 

a 4.1.3.5.5.5  
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4.1.3.5.5.4 1 2 3 4  
 
4.1.3.5.5.4.1 1 M

(%) 25% 1

1  

 

4.1.3.5.5.4.2 1 2

M 1 (%) 10 2

(%) 25% 2

2  
 
4.1.3.5.5.4.3 1 2 3

M 1 (%) 100

2 (%) 10 3

(%) 25% 3  
 
4.1.3.5.5.4.4 1 2 3 4

1 2 3 4 (%) 25%

4  
 
4.1.3.5.5.4.5

4.1.4  

 
 

44.1.44   
  

((%)     

1 M a 25% 1 

M 10 1 + 2 25% 2 

M 100 1 + 10 2 + 3 25% 3 

1+ 2+ 3+ 4 25% 4 
a M 4.1.3.5.5.5  

 
4.1.3.5.5.5  

 

1mg/l 0.1mg/l

0.01mg/l 1 1

1 1 4.1.3.5.5.3 

4.1.3.5.5.4 1 1

4.1.3 

1 4.1.4 1

4.1.5

/ 1 

M 

4.1.3.5.2  
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4.1.5  
 

 M  M 

L(E)C50   NOEC  NRDa  RDb  

0.1 L(E)C50 1 1 
0.01

NOEC 0.1 
1 - 

0.01
L(E)C50 0.1 

10 
0.001

NOEC 0.01 
10 1 

0.001
L(E)C50 0.01 

100 0.0001
NOEC 0.001 

100 10 

0.0001
L(E)C50 0.001 

1000 
0.00001

NOEC 0.0001 
1000 100 

0.00001
L(E)C50 0.0001 

10000 
0.000001

NOEC 0.00001 
10000 1000 

( 10 ) ( 10 )  

 
4.1.3.6  
 

1

x%
SDS
/

 
 
4.1.4  
 

1.4
1

 
 
 

4.1.6:  
 

 

 1 2 3 

    

    

    

 
 

 

 1 2 3 4 

     

     

 

    
 
 
4.1.5
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表4ふ5 混合物中の高毒性成分に関する毒性乗率M

急性毒性 毒性乗率M 慢性毒性 毒性乗率M

lL（図）C5o値 NO図C値 謳正成分

4。136 利房可能な情裁がない成分を含む混合物の分類

4。]_。4 危険有害性情報の伝達

シンボル

注意喚起語

危険有害性情報

表4。]_06：水生環境有害性物質のラベル要素

短期（急性）水性有害性

区分1 区分2

JR.]Olb成分

区分3



44.1.5.1

4.1.5.1.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

1 4.1.2.13  9 9 A9.6.4.5 
 

 
2   

1

 1  
(a)  96 LC50 1mg/l /  
(b)  48 EC50 1mg/l, /  
(c)  72 96 ErC50  
1mg/l 

 
(a)  96 LC50 10mg/l /  
(b)  48 EC50 10mg/l, /  
(c)  72 96 ErC50  

10mg/l 
 

  
(a)  96 LC50 100mg/l /  
(b)  48 EC50 100mg/l, /  
(c) 72 96 ErC50

100mg/l 

 4.1.2

L(E)C50 
 

1 

 

 

 
22 

 

 
32 

Yes 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

No 
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J

 

L
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⇒

⇒

⇒

⇒

 

_

」

J 



 

 

 

  
  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
96 LC50 48 EC50

72 96 ErC50

1mg/l  

  
96 LC50 48 EC50

72 96 ErC50

10mg/l  

  
96 LC50 48 EC50

72 96 ErC50

100mg/l  

 4.1.2  

 

 

 

 

22 
 

 
32 

 

 

 

No 
Yes 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 
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SDS
/

4.1.3.5.5.5

4.1.3.5.5.5  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3  
(a) 4.1.2

 
(b)  

(%)  
1×M4 25%  

1 2 (%)  
( 1×M4×10)+ 2 25%  

1 2 3 (%)  
( 1×M4×100)+( 2×10)+ 3 25%  

1 

 

 

 
22 

 

 
32 

 

No 

No 

Yes 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 
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J
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IQ IL 

IQ 

I Q— 
一［一



Ci 

 L ( E ) C 50m   =  
 Ci 

 L ( E ) C 50i 
  

n 

4.1.5.1.2  4.1.2 ) 
 

 

 
 

 
 
 

 
Ci = i  
L(E)C50i = (mg/l) i LC50 EC50 
n = i 1 n  
L(E)C50m = L(E)C50 

 

 

 
4.1.1  
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44.1.5.2   

  

4.1.5.2.1 4.1.3(a) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 GLP OECD

4.1.1.2.2 9 A9.3.2  
6 4.1.1  
7  
8

4  

3
5,6 

 
1 2  

5,6 

8 

 
 
 
 
4.1.3(b)  

 

4.1.3(c)  

 
4 

 
 
 

No 

No 

No 

Yes 

Yes7 

Yes 

Yes 

Yes7 
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i

⇒
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4.1.5.2.2 3  
4.1.3(b)5 

GLP OECD

4.1.1.2.2 9 A9.3.2

 
NOEC 0.01mg/l  NOEC 0.1mg/l  NOEC 1mg/l  

NOEC 0.1mg/l  

NOEC 1mg/l  

1 

 
 

4.1.5
M  

2 

 
 

3 
 

 
 

Yes 

No No 

Yes 

No 

or 

  

No 

 

 

Yes 

 

 

Yes 

No 

Yes 

Yes  

 

No 
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4.1.5.2.3 3  
4.1.3(c) 5 

5 GLP OECD 

4.1.1.2.2 9 A9.3.2

L(E)C50  1mg/l  L(E)C50  10mg/l  L(E)C50  100mg/l  

L(E)C50 1mg/l  
BCF 500 

logKow 4  

L(E)C50 10mg/l  
BCF 500 

logKow 4  

L(E)C50 100mg/l  
BCF 500 

 
logKow 4  

1 

 
 

4.1.5  
M  

 

2 

 
 

3 
 

 
 

Yes 

No 

No 

Yes 
Yes Yes 

No 

No 

Yes 

No 
or 

unknown 

Yes 

No 

Yes 

No 
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9

 
 
10

SDS
/  

 
11 4.1.3.5.2

(a) (b)

3 4.1.3.5.3  

4.1.5.2.4  4.1.4

4.1.3
4.1.5.2.1

9 

4.1.3.4

(%)
4.1.3.5.5

11 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

No 
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44.2   

44.2.11   
 

ODP CFC-11 

ODP 

CFC-11 

 
 

 
  
44.2.2 11  

  
1  

 

44.2.1:    
  

    

11  

;  

0.1%

 

  

44.2.3   
  

1.4

1

 

 

44..2.2:   

  

  11  

    

    

   

  

  

 

                                                   
1

1.1.2.5 (a)(iii)
GHS  

－ 251 －



4.2.4  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
: 

0.1%
? 

1

No 

No 

 

 

 

Yes 

Yes 
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4。24オゾン層有害性のある物質および混合物の判定論理

判定論理4。2。I

I物質

混合物：

l-)I 

-)I 

ー

ー

l

l

＿
 

るら

,. 




